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この説明書を読んでから、製品をご使用ください。 
この説明書は、必要なときにすぐに取り出せる場所に、保管してください。 

電子鳩目穴かがりミシン 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

取扱説明書



 

 
 
 
 
 
 
 

より豊かな環境をめざして 

ご協力のお願い 

ブラザー製品をご愛用いただきまして、まことにありがとうございます。 
  ブラザー工業は、この地球がいつまでも緑豊かな地であるよう、｢製品の開発

から廃棄まで、環境に配慮した物づくり｣を基本とした環境方針を定め、地域社

会、環境と共生できる良き企業市民として、環境保全活動に微力ながら貢献し

ていきたいと思っています。 
 
 
  そこで、みなさま方にもこの考え方にご賛同いただき、環境保全活動の一環と

して廃棄物の処理に特別のご配慮をいただきますようお願いいたします。 
 
 

不用になった梱包材は、可能な限り再資源化するため、回収業者に処理

を依頼してください。 
使用済みの潤滑油の処理方法は法令で義務付けられています。 法令に従

い適正に処理してください。 不明な場合は購入先にご相談のうえ処理し

てください。 
メンテナンスの際、発生した不用な電子基板や電子部品は、産業廃棄物

として処理してください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

当社はこの商品の補修用性能部品を製造打ち切り後、最低 8 年間保有しています。 

性能部品とは、この商品の機能を維持するために必要な部品です。 
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このたびはブラザー工業用ミシンをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。 

ご使用の前に、[安全にお使いいただくために]および取扱いの説明をよくお読みください。 

 
工業用ミシンはその性格上、針や天びんなどの動く部分の直前で作業を行なうため、常にこれらの部分でけがを
する危険があります。熟練者／指導者により安全作業のための知識と操作の指導を受け、正しくお使いください。 

 
 

安全にお使いいただくために 
 

[1] 安全についての表示とその意味 
この取扱説明書および製品に使われている表示と図記号は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の

人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。 

その表示と意味は次のとおりです。 

表  示 

危険 この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う内容を示しています。 

警告 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が想定される内

容を示しています。 

注意 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、軽傷または中程度の傷害を負う可能性が想定

される内容を示しています。 

図記号 

･･････  記号は「気をつけるべきこと」を意味しています。 
この記号の中の図は注意の内容を表しています。 
(左の例は、けがに注意) 

･･････   記号は「してはいけないこと」を意味しています。 

･･････   記号は「しなければいけないこと」を意味しています。 
この記号の中の図は指示の内容を表しています。 
(左の例は、アース接続をすること) 

 

[2] 安全上のご注意 

危険 
 コントロールボックスのカバーを開ける時は必ず電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、その後 5
分間待ってからカバーを開けてください。高電圧部分にふれると、大けがをすることがあります。 

 

 警告 
本機を液体でぬらさないでください。 

火災・感電・故障の原因となります。 

万一、本機（ミシン頭部・コントロールボックス）内に液体が入ったときは、速やかに電源スイッチを

切り、電源プラグを抜いて、お買求めの販売店または訓練を受けた技術者にご連絡ください。 

 



   

RH-982A ii 

 
 
 

注意 
使 用 環 境 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

電源ラインノイズや静電気ノイズなどの、強い

電気ノイズの影響を受けない環境で使用して

ください。 
強い電気ノイズはミシンの誤動作の原因とな

ります。 
電源電圧の変動は、定格電圧の±10%以内の環

境で使用してください。 
大きな電圧の変動はミシンの誤動作の原因と

なります。 
電源容量は装置の電力消費量より余裕のある

環境で使用してください。 
電源容量の不足はミシンの誤動作の原因とな

ります。 
エアー供給容量は装置のエアー消費量より余裕

のある環境で使用してください。 
エアー供給量の不足はミシンの誤動作の原因と

なります。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

雰囲気温度は 5℃から 35℃の環境で使用して

ください。 
低温や高温はミシンの誤動作の原因となりま

す。 
相対湿度は 45%から 85%で、装置に結露しな

い環境で使用してください。 
乾燥や多湿、装置の結露はミシンの誤動作の原

因となります。 
雷が発生しているときは電源を切り、電源プラ

グを抜いてください。 
雷はミシンの誤動作の原因となります。 
USB 接続端子には、USB メディア以外は接続

しないでください。故障の原因となります。 

据 え 付 け 

 ミシンの据え付けは、訓練を受けた技術者が行

なってください。 
電気配線は、お買求めの販売店または電気の専

門技術者に依頼してください。 
ミシンは約 120kg の質量があります。4 人以上

で据え付けを行なってください。 
据え付けが完了するまで、電源プラグを接続し

ないでください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作

動してけがの原因となります。 
プラグの抜き差しは、電源スイッチを切ってか

ら行なってください。 
コントロールボックスの故障の原因となりま

す。 
アース接続をしてください。 
アース接続が不完全な場合、感電や誤動作の原

因となります。 
コードを固定するときは、コードを無理に曲げ

たり、ステープルで押えすぎないでください。 
火災・感電の原因となります。 

 ミシン頭部にはベルトカバーを取り付けてくだ

さい。 
キャスター付のテーブルは、動かないようキャ

スターを固定してください。 
ミシンを倒すときまたは戻すときは、両手で保

持しながら行なってください。 
また、ミシンを倒した状態で無理な力を加えな

いでください。バランスが崩れ、ミシンが（テ

ーブルごと）転倒してけがまたはミシンの破損

の原因となります。 
潤滑油やグリースを扱うときは、保護めがねや

保護手袋等を使用し、目や皮膚に付かないよう

にしてください。炎症を起こす原因となりま

す。 
また潤滑油やグリースを飲んだり食べたりし

ないでください。下痢・おう吐することがあり

ます。 
子供の手の届かないところに置いてください。 

給   油 

 作業の前に電源スイッチを切ってください。 

誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動してけがの原因となります。 

潤滑油を扱うときは、保護めがねや保護手袋等を使用し、目や皮膚に付かないようにしてください。 

炎症を起こす原因となります。 

また潤滑油を飲まないでください。下痢・おう吐することがあります。 

子供の手の届かないところに置いてください。 



   

RH-982A iii

 
  

注意 
縫   製 

 

 

 

 

 
 
 
 

このミシンは、安全に操作するための訓練を受
けた人のみが使用してください。 
このミシンは、縫製機器としての用途以外に使
用しないでください。 
ミシンを操作するときは、保護めがねを使用し
てください。 
折れた針が目に入りけがの原因となります。 
次の場合には電源スイッチを切ってください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作
動してけがの原因となります。 
・ 糸通し 
・ 針の交換 
・ ミシンを使用しない、またはミシンから離

れる場合 
キャスター付のテーブルは、動かないようキャ
スターを固定してください。 
安全のための保護装置を取り付けて使用して
ください。 
これらの装置を外して使用すると、けがの原因
となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縫製中、動く部品にふれたり、物で押したりし
ないでください。 
けが、またはミシンの破損の原因となります。 
ミシンを倒すときまたは戻すときは、両手で保

持しながら行なってください。 
また、ミシンを倒した状態で無理な力を加えな

いでください。バランスが崩れ、ミシンが（テ

ーブルごと）転倒してけがまたはミシンの破損

の原因となります。 
使用中に誤動作または異常な音やにおいを感
じた場合、すぐに電源スイッチを切ってくださ
い。そして、お買求めの販売店または訓練を受
けた技術者にご連絡ください。 
ミシンが故障した場合、お買求めの販売店また
は訓練を受けた技術者にご連絡ください。 

お 手 入 れ 

 

 
 
 
 
 

作業の前に電源スイッチを切ってください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作
動してけがの原因となります。 
ミシンを倒すときまたは戻すときは、両手で保

持しながら行なってください。 
また、ミシンを倒した状態で無理な力を加えな

いでください。バランスが崩れ、ミシンが（テ

ーブルごと）転倒してけがまたはミシンの破損

の原因となります。 

 

 
 
 
 
 

潤滑油やグリースを扱うときは、保護めがねや
保護手袋等を使用し、目や皮膚に付かないよう
にしてください。炎症を起こす原因となりま
す。 
また潤滑油やグリースを飲んだり食べたりし
ないでください。下痢・おう吐することがあり
ます。 
子供の手の届かないところに置いてください。 
 

保 守・点 検 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

ミシンの保守・点検は、訓練を受けた技術者が
行なってください。 
電気関係の保守・点検は、お買求めの販売店ま
たは電気の専門技術者に依頼してください。 

次の場合には電源スイッチを切り、電源プラグ
を抜いてください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作
動してけがの原因となります。 

・ 点検・調整・修理 
・ ルーパー・メス等の消耗部品の交換 

電源スイッチやエアーを入れたまま調整を行な
う必要がある場合、安全には十分に注意してく
ださい。 
エアー機器を使用している装置の点検・調整・
修理は、エアー供給源のエアーチューブを外し、
圧力計の指針を「0」にしてください。 

 
 
 
 

 

 

 

 

ミシンを倒すときまたは戻すときは、両手で保
持しながら行なってください。 
また、ミシンを倒した状態で無理な力を加えな
いでください。バランスが崩れ、ミシンが（テ
ーブルごと）転倒してけがまたはミシンの破損
の原因となります。 
部品交換、オプション部品装着の際は、当社純
正部品を使用してください。 
非純正部品を使用して生じた事故・故障に対し
ては、当社は責任を負いません。 

安全保護装置を外した場合、必ずもとの位置に取
り付け、正しく機能することを確認してください。 
 

改   造 

 事故・故障防止のため、ミシン（制御装置を含む）を改造しないでください。 
改造によって生じた事故・故障に対しては、当社は責任を負いません。 
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[3] 警告ラベルについて 
 
ミシンには、下記の警告ラベルが表示されています。 

各警告ラベルの注意事項を守って作業を行なってください。 

また、ラベルがはがれていたり、読み取れなくなった場合は、お買求めの販売店にご連絡ください。 

1 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2 
 

  * 安全保護装置: 
（A）アイガード （B）フィンガーガード 
（C）針棒ガード （D）針回動カバー 
（E）ベルトカバー 

3 
 

縫製中、カッター、ハンマーおよび天びんに
ふれたり、物で押したりしないでください。 
けが、またはミシンの破損の原因となります。

   9  

4 
 

倒したミシン頭部を戻す時、手を挟まないよ

う注意してください。 
 

5 
 

送り台が後方へ移動した時、手を挟まない

よう注意してください。 
 

6 
 

アース接続をしてください。 
アース接続が不完全な場合、感電や誤動作

の原因となります。 

 

7 
 

回転方向表示  

 

8 
 

高温注意表示 
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１. 主な部品の名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) 電源スイッチ (6) 手元スイッチ  
 (2) コントロールボックス (7) 一時停止スイッチ 
 (3) USB 挿入口 (8) 上軸プーリー 
 (4) 操作パネル (9) 送り台 
 (5) 2 連ペダル (10) 糸立台 

    

安全保護装置   
(11) フィンガーガード (14) 針回動カバー 
(12) アイガード (15) ベルトカバー 
(13) 針棒ガード   

    
   

 

4481B 

(3) 
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２. ミシンの仕様 
２-１. 仕様 
 

 
上糸切り装置 

下糸切り装置 
長いタイプ 短いタイプ 

-00 ○ － － 
-01 ○ ○ － 
-02*1 ○ － ○ 

*1: -02 仕様は縫い長さにより仕様が L1422～L3442 に分かれ

ておりますので、ご注文の際には縫い長さを指定してくださ

い。 
*2: これらは仕様が起きておりませんが、ゲージ部品を交換する

ことにより対応可能です。（詳しくは、お買上げの販売店に

お問い合わせください。） 
 

仕 様 RH-982A-00 RH-982A-01 RH-982A-02 
用 途 紳士服、婦人服 ジーンズ、ワーキング 
縫 い 速 度 1,000～2,500sti/min（100sti/min 単位で設定可能） 

縫 い 目 形 状 

閂止め無し 
流れ閂止め 
直線閂止め 
丸閂止め 
菊穴 

閂止め無し 
流れ閂止め 
直線閂止め 
丸閂止め 
菊穴 

閂止め無し 
流れ閂止め 
直線閂止め 
丸閂止め 
菊穴 

縫 い 長 さ 鳩目穴：8～50mm 
眠り穴：5～50mm 

鳩目穴：8～42mm 
眠り穴：5～42mm 

L1422: 14～22mm*2 
L1826: 18～26mm*2 
L2230: 22～30mm 
L2634: 26～34mm*2 
L3442: 34～42mm*2 

縫 い 目 ピ ッ チ 0.5～2.0mm 
針 振 幅 1.5mm～5.0mm（メカで最大 4.0mm、ソフトで最大 1.0mm） 
流 れ 閂 長 さ 0～20mm 
布 押 え 高 さ 標準 12ｍｍ（16mm まで可） 16mm 
始 動 方 式 フットスイッチ（２連ペダル式）または手元スイッチ 
送 り 方 式 X、Y、θ間欠送り(パルスモーター駆動方式) 

針 DO x 558 Nm80～Nm120（シュメッツ 558） 
安 全 装 置 途中停止機能内蔵及び安全回路によるトラブル発生時の自動停止装置内蔵 
ミ シ ン モ ー タ ー AC サーボモーター (550W) 

エ ア ー 圧 力 メインレギュレータ: 0.5MPa 
ハンマー圧力レギュレータ: 0.4MPa 

エ ア ー 消 費 量 43.2 l/min（8 サイクル/min） 
電           源※1 単相 200V, 220V、3 相 200-230V  400VA 
質 量 頭部約 120kg、操作パネル約 0.4 kg 

コントロールボックス約 8.8kg 
※1：仕様に書かれていない電源電圧を使用する場合は、お買い上げの販売店へご相談ください。 
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２-２. 縫い目形状 
鳩 目 穴 

    

閂止め無し 流れ閂止め 直線閂止め 丸閂止め   
眠 り 穴 

    

閂止め無し 流れ閂止め 直線閂止め 丸閂止め   
菊穴 

 

  
S0536B-0539B 

0540B-0543B 
0544B 

 
 



3. 据え付け方 

 

RH-982A 4

３. 据え付け方 
   注意 

ミシンの据え付けは、訓練を受けた技術者が行な

ってください。 
電気配線は、お買い求めの販売店または電気の専

門技術者に依頼してください。 
ミシンは約 120kg の質量があります。4 人以上で

据え付け及びテーブルの高さ調整を行なってくだ

さい。 
据え付けが完了するまで、電源プラグを接続しな

いでください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動

してけがの原因となります。 
ミシンを倒すときまたは戻すときは、両手で保持

しながら行なってください。 
また、ミシンを倒した状態で無理な力を加えない

でください。バランスが崩れ、ミシンが（テーブ

ルごと）転倒してけがまたはミシンの破損の原因

となります。 

コードの固定は動く部品から 25mm 以上離して

ください。また無理に曲げたり、ステープルで押

さえすぎないでください。火災・感電の原因とな

ります。 
アース接続をしてください。 
アース接続が不完全な場合、感電や誤動作の原因

となります。 
ミシン頭部およびモーターには安全カバーを取

り付けてください。 
 

 

３-１. テーブル加工図 
・ ミシンの質量（120kg）および振動に耐えられる強度のテーブル・脚を使用してください。 テーブルは厚さ 49～

60mm のものを使用してください。 
[ご注意] 

テーブルの厚さが 60mm を超えると、付属のボルトやミシン頭部からのコードの長さが不足する恐れがありま

すのでご注意ください。 
・ キャスターを使用する場合は、総重量に耐えられるものを使用してください。 
・ コントロールボックスが脚から 10mm 以上離れていることを確認してください。コントロールボックスと脚が接

近しすぎていると、ミシンの誤動作の原因となります。 
・ テーブルの加工のしかたは、テーブル上置きの場合と半沈置きの場合とで異なります。各置き方に合った加工図を

参照し、適切に穴あけ加工をしてください。 
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３-１-１. テーブル上置きの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4483B 

操作パネルコード用 

2XΦ4 深さ 20 
(裏面より) 
バルブユニット用 

糸立台用 

2XΦ4 深さ 20 (裏面より) 
エアーユニット用 

コード用 

テーブル脚用 

ポリオイラー体用 

ベッド台用 

ベッド台仮止め用 

メラミン化粧板 

2XΦ2 深さ10 (裏面より)
電源スイッチ用 

4XΦ2 深さ 10  
操作パネル用 

コントロールボックス用 

コード用Φ50 
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３-１-２. 半沈置きの場合 
半沈置きでご使用の場合は、必要な部品がありますので、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 

[ご注意] 

半沈でご使用の場合は、必ずテーブルＬ型補強板を取り付けてください。（「3-3. テーブル補強板の取り付け方（半

沈置きのみ）」参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
テーブルの厚さが 50mm よりも厚い場合は、角根ボ

ルトの長さが足りませんので、厚みが 40mm になる

よう下面にΦ26 で座ぐり加工してください。 
 
 
 4484B 

コントロール 
ボックス用 

4XΦ4 深さ 20 
(裏面より) 
バルブユニット用 

糸立台用 

エアーユニット用 

斜線部C10のこと 

テーブル脚用 

メラミン化粧板 

2XΦ2 深さ 10  
(裏面より) 
電源スイッチ用 

操作パネル用 
4XΦ2 深さ 10  

操作パネルコード用 

ベッド台支え板用 

L 型補強板用 

1595B 
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３-２. コントロールボックスの取り付け方 

  注意 
取り付け時に、コントロールボックスを落下させないよう注意してください。 
足などへのけがまたはコントロールボックス故障の原因となります。 

 
(1) コントロールボックス 
(2) ボルト［4 本］ 
(3) 平座金［4 個］ 
(4) ばね座金［4 個］ 
(5) ナット［8 個］ 
 
[ご注意] 
 コントロールボックス(1)が脚か

ら 10mm 以上離れていることを

確認してください。コントロール

ボックス(1)と脚が接近しすぎて

いると、ミシンの誤動作の原因と

なります。 
 

 
 

 
                   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) 電源スイッチ 
(7) 木ねじ［2 本］ 
(8) ステープル［5 個］ 
 
* 電源コード(9)は、残りのステープ

ル 2 個を使用して、コンセントの

位置に合わせて固定してください。 
 
[ご注意] 

ステープル(8)は、電源コード(9)を
貫通しないように、注意して打ち

込んでください。 
 
 

4486B 

4485B 

4487B 

オペレーター 

オペレーター 

10mm 以上 

脚 
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３-３. テーブル補強板の取り付け方（半沈置きのみ） 
(1) L 型補強板 [2 個] 
(2) ボルト [10 本] 
(3) 平座金 [10 個] 
(4) ばね座金 [10 個] 
(5) ナット [10 個] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

4488B 
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３-４. ミシン頭部の据え付け方 
３-４-１. テーブル上置きの場合 
 

  注意 
下記手順 4 でミシン頭部を倒すのは、必ず仮止めボルトを取り付けた後に行なってください。ミシンが転

倒、落下して、けがまたはミシンの破損の原因となります。 

 
1. ベッド台クッション(1) [4 個]がベ

ッド台の底面に取り付けられてい

ることを確認し、ミシン頭部をテ

ーブル上面にのせます。 
[ご注意] 

・ ミシン頭部をテーブル上面に

のせる時は、図の 部 4 箇所

を持ち 4 人以上で行なってく

ださい。 
・ 頭部支えレバー(2)は持たない

でください。 
 

2. ボルト(3) [4 本]のうちの 1 本と座

金(4)を使用して、テーブル下から

ベッド台を仮止めします。 
3. ベッド台を仮止めした後、固定用

の穴ボルト(5)を取り外します。 
4. ミシン頭部を倒して、ボルト(3) [4

本]のうちの 3 本をベッド台の３

箇所に取り付けます。(頭部の倒し

方については｢3-5. ミシン頭部の

倒し方と戻し方｣参照) 
 
(6) 座金 [4 個] 
(7) ゴムシート [4 個] 
(8) 座金(大) [4 個] 
(9) ナット [4 個] 
 
[ご注意] 

 テーブルとベッド台にすき間

があくように、ボルト(3)を締

めすぎないでください。 
 
5. 仮止めに使用していたボルト(3)

と座金(4)を取り外し、残りの１箇

所に取り付けます。 
 
[ご注意] 

固定用の穴ボルト(5)は、ミシンを

移動させる時に必要ですので大切

に保管してください。 
 
 

 
 

4489B 
4490B 
1649B 

(背面) 

すき間 

仮止め 

仮止め 
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３-４-２. 半沈置きの場合 
(1) ベッド台支え板 [4 個] 
(2) 穴ボルト [16 個] 
 

* ベッド台に対して水平に取り付け

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[ご注意] 
・ ミシン頭部をテーブル上面にのせ

る時は、図の 部 4 箇所を持ち 4
人以上で行なってください。 

・ 頭部支えレバー(3)は持たないで

ください。 
 

(4) ゴムシート [12 個] 
(5) ボルト [4 本] 
(6) 座金 (大) [4 個] 
(7) ナット [4 個] 
 
ミシン頭部を取り付けた後、固定用の

穴ボルト(8)を取り外します。 
 
ミシン頭部を倒して、ゴム栓(9)をベ

ッド台の 4 箇所の穴に取り付けます。 
 
[ご注意] 
・ 固定用の穴ボルト(8)は、ミシンを

移動させる時に必要ですので大切

に保管してください。 
・ ゴムシート(4)は必ず使用してく

ださい。使用しないと振動が大き

くなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4491B 

4492B 
4493B 
1651B 

(背面) 
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３-５. ミシン頭部の倒し方と戻し方 

  注意 
ミシンを倒すときまたは戻すときは、両手で保持しながら行なってください。 
また、ミシンを倒した状態で無理な力を加えないでください。バランスが崩れ、ミシンが（テーブルごと）

転倒してけがまたはミシンの破損の原因となります。 
送り台(2)および送り案内軸(3)は持たないでください。送り台(2)または送り案内軸(3)が外れてミシン頭部が

落下すると、けがまたはミシンの破損の原因となります。 
 

 

ミシン頭部は 2 段階の高さまで倒したり戻したりすることができます。 
[ご注意] 

ミシン頭部の倒しおよび戻しは、必ず電源スイッチを切ってから行なってください。 
 

<ミシン頭部の倒し方> 
1. 図のようにベッド(1)の両サイド (図の 部)を両手で

持ちます。 
2. 1 段目まで倒すには： 

頭部支えレバー(4)が、ヒンジ支え軸(5)の A 部に確実

にかみ合う(カチッと音がする)まで、ミシン頭部をゆ

っくり持ち上げます。 
3. 2 段目まで倒すには： 

頭部支えレバー(4)を持ち上げてヒンジ支え軸(5) の A
部から外し、次に頭部支えレバー(4)が B 部に確実に

かみ合うまで、ミシン頭部をゆっくり持ち上げます。 
[ご注意] 

ミシン頭部が 2 段目まで上がる手前で、ガススプ

リング(6)により一旦止まりますが、この状態では

ロックがかかっていません。頭部支えレバー(4)が
確実にヒンジ支え軸(5)の B 部にかみ合うまで持ち

上げてください。 
 

  注意 
必ず頭部支えレバー(4)とヒンジ支え軸(5)
が、かみ合っていることを確認してくださ

い。ミシン頭部が突然戻り、けがの原因とな

ります。 

 
 
 
 

<ミシン頭部の戻し方> 
1. 2 段目から戻すには： 

ミシン頭部を持ち上げてから頭部支えレバー(4)をヒンジ支え軸(5)の B 部から外して、べッドの両サイドを持ちな

がら静かに降ろします。 
* ガススプリング(6)が効き始めるまでは頭部が戻ってきますので、しっかりと両手で支えてください。 
* １段目まで戻すと頭部支えレバー(4)が A 部にロックされます。 

2. 1 段目から戻すには： 
ミシン頭部を軽く持ち上げてから頭部支えレバー(4)をヒンジ支え軸(5)の A 部から外して、べッドの両サイドを持

ちながら静かに降ろします。 
 

1 段目 

2 段目 

0352B 
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３-６. ベルトカバーと送り台カバーU の取り付け方 
(1) ベルトカバー 
(2) 締ねじ[4 本] 
・ 取り付ける前に、コード類をベル

トカバー切欠き部(3)に通してお

いてください。 
 

[ご注意] 
・ ベルトカバーを取り付けるときに、

コード類を挟まないよう注意して

ください。ベルトカバーおよびコ

ード類が破損するおそれがありま

す。 
・ 半沈置きの場合、ミシン頭部を倒

した時にベルトカバー(1)がテー

ブルに接触しないことを確認して

ください。 
 
(4) 送り台カバーU 
(5) 締ねじ [2 本] 

[ご注意] 

締ねじ(5)を強く締め過ぎると、送

り台カバーU(4)が割れる恐れが

ありますのでご注意ください。 
 

３-７. 針棒ガードの取り付け方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0350B 0351B 

4494B 

針棒ガード 

4495B 
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３-８. ポリオイラー体の取り付け方 
取り付けはミシン頭部を倒した状態で行ないます。 
（｢3-5. ミシン頭部の倒し方と戻し方｣参照） 
 
(1) 廃油キャップ支え 
(2) 締ねじ [2 本] 
(3) ポリオイラー体 
(4) 廃油用スプリングピン 
 
・ ピン(4)の頭がオイルパン(5)の底面に揃うまで、ハンマ

ー等で打ち込みます。 
[ご注意] 

ピン(4)を打ち込む時、左図のように組ひも(6)のむ

すび目がピン(4)の上部より下がっていることを確

認してください。ピン(4)の上部にむすび目がある

と、ハンマーで叩いて組ひも(6)が切れる原因とな

ります。 
・ 取り付けが完了したら、ミシン頭部を戻します。 
 
 
 
 

３-９. 操作パネルの取り付け方 
(1) 操作パネル 
(2) 木ねじ [4 本] 
(3) ステープル [3 個] 
 
1. 操作パネル(1)のコードをテーブ

ル穴に通します。 
2. コントロールボックス背面の締ね

じ(4)［2 本］をゆるめ、コード押

え板(5)を矢印方向に開き、コード

を穴からボックス内に取り入れま

す。（操作パネルの取り付け位置に

ついては｢3-1. テーブル加工図｣

参照） 
 
[ご注意] 

テーブルにねじ締めする際、操作

パネルのコードを挟んでいないこ

とを確認してください。コードが

破損する原因となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4496B 

4497B 

0354B 

0353B 
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３-１０. 糸立台の取り付け方 
糸立台はミシン正面から向かってテーブル左側奥に取り

付けます。 
* 糸立台に付属されている糸案内(1)は使用しないでく

ださい。 
 
(2) 糸立台 
 
 
 
[ご注意] 
・ 座金(3)[2 個]・ばね座金(4)をはめ、糸立台(2)が動かな

いように、ナット(5)をしっかりと締め付けて固定して

ください。 
・ テーブル右側奥に取り付けも可能ですが、その場合は

糸の通し方が変わります。(｢4-5. 糸立台を右側に取り

付けた場合の糸の通し方｣参照) 
 
 
 
 

３-１１. エアーユニットとバルブユニットの取り付け方 
テーブルの裏面に取り付けます。（取

り付け位置については｢3-1. テーブ

ル加工図｣参照） 
 
(1) エアーユニット 
(2) 木ねじ [2 本] 
(3) バルブユニット 
(4) 木ねじ[2 本] 
(5) エアーチューブ No. 4 
 
エアーチューブ No. 4 (5)を継手(6)と
継手(7)へ差し込みます。 
 
[ご注意] 
・ エアーユニット(1)がテーブルの

脚に当たらないようにしてくださ

い。 
・ 取り付け時に、部品や引出しの角

等でけがをしないようにご注意く

ださい。 
 
 
 
 
 
 

 

4498B 

0358B 

オペレータ オペレーター 
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３-１２. 2 連ペダルの取り付け方 
(1) 2 連ペダル 

2 連ペダル(1)のコネクタを、コントロールボックス背面の

穴からボックス内に取り入れます。(「3-9. 操作パネルの

取り付け方」参照) 
 
＜2 連ペダルの操作方法＞ 
布押えスイッチ（左側）を踏み込むと布押えが下がり、ス

タートスイッチ（右側）を踏み込むとミシンが起動します。 
 
 
 
 

                                                                 布押えスイッチ 
                                                                          スタートスイッチ 

 
 
 

 

  

4923Q 
4499B 
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３-１３. 手元スイッチの取り付け方 
(1) 手元スイッチ 
(2) 締ねじ [2 本] 
(3) ナイロンクランプ [3 個] 
(4) 締ねじ [3 本] 
* テーブル上置きの場合、ナイロンクランプ(3)と締ねじ

(4)は各 2 本(個)のみ使用します。 
 
手元スイッチ(1)のコードをテーブル穴(5)に通し、コネク

タをコントロールボックス背面の穴からボックス内に取

り入れます。(「3-9. 操作パネルの取り付け方」参照) 
 
[テーブル上置きの場合] 
コードをクイックチューブ(6)の中に入れてテーブル穴

(5)に通します。 
* ミシン頭部を倒したり戻したりするときに、コードが

テーブル穴(5)でこすれて傷つくのを防ぐためです。 
 
＜手元スイッチの操作方法＞ 
布押えスイッチ（左側）を押すと布押えが下がり、スター

トスイッチ（右側）を押すとミシンが起動します。 
 

 
 
 
 

スタート 
スイッチ 
 
 
 
 
布押え 
スイッチ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページに続く） 
 

0362B 

0364B 

0363B 

0385B 

[テーブル上置きの場合] 

[半沈置きの場合] 
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＜手元スイッチの位置調整＞ 
下記のように、手元スイッチ(1)を操作しやすい位置に調

整してください。 
 
[前後・上下位置] 
1. 締ねじ(2) [2 本]をゆるめ、手元スイッチ取付板(7)を前

後・上下に動かして位置を調整します。 
2. 調整を終えたら、締ねじ(2)をしっかりと締めます。 
 
 
 
 
 
 
 

[前後・左右位置] 
・ 手元スイッチ取付板(7)にはねじ

穴が 3 箇所あります。締ねじ(8)を
締めるねじ穴を変えることによっ

て、図<A>、<B>の 2 とおりの取

り付け位置が選択できます。 
・ また締ねじ(8)をゆるめると、手元

スイッチ(1)を前後・左右に動かし

て位置を調整できます。調整後は

締ねじ(8)をしっかりと締めます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

0311B 

0312B 
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３-１４. コードの接続 

３-１４-１. コントロールボックス内のコネクタ接続 
1. 締ねじ(1)［8 本］を外し、コント

ロールボックスの蓋(2)を取り外

します。 
2. ミシン頭部をゆっくりと倒します。 
3. コードの束をテーブル穴に通し、コ

ントロールボックス背面の穴から

ボックス内に取り入れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. ハンマーバルブハーネス(3)をコントロールボックス背面の穴に通し、ボックス内に取り入れます。 
 
(4) ハンマーバルブ 
 
5. P. 19、20 の図と表に従って、各コネクタを差し込みます。 

[ご注意] 
・ コネクタは方向に注意し、ロックがかかるまで確実に差し込んでください。 
・ コネクタを引っ張らないように注意しながら、コードを結束バンド・コードクランプで固定してください。 

 
 
 
 

（次ページに続く） 
 

4501B 

4500B 
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 ＜メイン基板＞ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4502B 

4503B 

コードクランプは 

しっかりとロックする 
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＜外し方＞ 

爪を押す 

＜固定方法＞ 

コードクランプは 

しっかりとロックする 

 
 
 
 
 
 
 
 

コネクタ メイン基板上 
差し込み先の表示 コードクランプ 

X パルスモーターエンコーダー 6 ピン 白 P2 (X-ENC) (1) 
Y パルスモーターエンコーダー 6 ピン 赤 P3 (Y-ENC) (1) 
θ送りモーターエンコーダー 6 ピン 黒 P6 (P-ENC) (1) 
(２連、手元) スイッチ 7 ピン P10 (FOOT) (1) 
操作パネル 10 ピン P5 (PANEL)  (1) 
頭部安全スイッチ 3 ピン P9 (HEAD-SW)  (1) 
頭部メモリー 6 ピン P4 (HEAD-MEM)  (1) 
LED 2 ピン P1 (LED)  (1) 
バルブハーネス 12 ピン P11 (AIR1)  (1)、(2) 
(針振り、Ｙ原点、下糸切 OFF、クーリングファン)  
センサー12 ピン P13 (SENSOR1)  (1)、(2) 

一時停止スイッチ 3 ピン P15 (HEAD)  (1)、(2) 
ハンマー位置センサー P29 (HAMMER)  (1)、(2) 
(上糸緩め) ソレノイド 4 ピン P19 (SOL2) (1)、(2) 
(下糸緩め) ソレノイド 2 ピン P21(SOL1) (1)、(2)、(3) 
(芯糸押え) ソレノイド 2 ピン P27 (SOL3)  (1)、(2)、(3) 

 
 
＜電源モーター基板＞ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

コネクタ 電源モーター基板上 
差し込み先の表示 コードクランプ 

ミシンモーターエンコーダー 16 ピン P5 (ENC-MT) (1)、(2)、(3) 
 

（次ページに続く） 
 

 

4504B 

  ＊ <2 連ペダル使用の場合> 
     アースの接続を必ず行なってください。（「3-14-2. アースの接続」参照） 

＊： アースの接続は必ず行なってください。 
（「3-14-2. アースの接続」参照） 
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6. コード押え板(9)を矢印方向に閉め、締ねじ(10)［2 本］を締め付けます。 

[ご注意] 

・ コントロールボックス内に異物・昆虫や小動物が入らないように、コード押え板（9）を確実に閉めてください。 
 

7. コードが引っ張られていないことを確認し、ミシン頭部をゆっくりと戻します。 

コネクタ 差し込み先 
θ送りモーター 6 ピン 黒 (1) 
Y パルスモーター 6 ピン 赤 (2) 
X パルスモーター 6 ピン 白 (3) 
ミシンモーター 4 ピン (4) 

4505B 

4506B 
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３-１４-２. アースの接続 

  注意 
アース接続をしてください。 
アース接続が不完全な場合、感電や誤動作の原因となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) ミシン頭部からのアース線 
(2) 2 連ペダルのアース線（2 連ペダル使用の場合） 
(3) 操作パネルからのアース線 
[ご注意]  

安全のため、アース接続は確実に行なってください。 
 

コントロールボックス(4)の蓋(5)を締

ねじ(6) [8 本]で締め付けます。このと

きコード類が蓋にはさまっていない

ことを確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4507B 

4508B 
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３-１４-３. 電源コードの接続 

  注意 
アース接続をしてください。 
アース接続が不完全な場合、感電や誤動作の原因となります。 

 
電源コードを接続します。 
1. 電源コード(1)に適切なプラグを取り付けます。 

2. 電源プラグを、接地されたACコンセントに接続します。 

 

(2) アース線（緑/黄色コード） 

(3) 電源コード 3 ピン 
 

[ご注意] 
延長コードは使用しないでください。ミシンの誤動作

の原因となります。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4509B 
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３-１４-４. エアーチューブの接続 
 

  注意 
エアーチューブ No.5 と No.6 を互い違いに差し込まないでください。正しく接続されていないと、電源を

入れた時やエアーコックを開けた時にハンマーが下降し、けがの原因となります。 

 
1. エアーユニット組(1)の継手にミ

シン頭部からのエアーチューブ

No.１を差し込みます。 
（ミシンから出ているエアーチュ

ーブに No.が付いています。） 
2. 付属のエアーチューブ No.5 と

No.6 をソレノイドバルブ組(2)と
ベッド台(3)の継手に差し込みま

す。(ミシン頭部がテーブル上置き

の場合は、テーブル穴にエアーチ

ューブを通してください。) 
3. 付属のエアーチューブ No.2 をソ

レノイドバルブ組(2)とベンチュ

リー管(4)の継手に差し込みます。 
4. 結束バンド(5)でくくります。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

３-１４-５. コードの固定 
[ご注意] 

ミシン頭部を倒した状態で、コー

ドが引っ張られないように余裕を

持たせて固定してください。 
 

1. コードの束とハンマーバルブハー

ネスを付属のコードホルダー 
<大> (1)に通し、木ねじ(2)でテー

ブル裏面に固定します。 
2. エアーチューブ、バルブコードを

付属のコードホルダー<小> (3)に
通し、木ねじ(4)でテーブル裏面に

固定します。 
 
 
 
 

4511B 

4510B 
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３-１５. エアーホースの取り付け方 
コンプレッサーからのエアーホースを、テーブル裏側に取り付けたエアーユニットに接続してください。 
 

1. コック(1)を閉じます。 
2. エアーホース先端のナット(2)を回し、バルブ(3)に接続

します。 
3. コンプレッサー側のコックを開けます。 

* バルブの接続部からエアーがもれていないことを

確認してください。 
4. コック(1)を開けます。 
 (メーターの指針が時計方向に回ります。) 
5. 空気圧を調節します。 

     
[ご注意] 

コック(1)はゆっくり開けてください。エアーシリンダ

が急に作動する恐れがあります。 
 

３-１６. 空気圧の調節 
ハンマー圧力調整用レギュレーター(1)は縫製物を切断できる最低圧力に調節してください。 
標準の空気圧にするには、メインレギュレーター(2)を 0.5MPa に調節してください。 
 

<空気圧を高くする場合> 
1. メインレギュレーター(2)のつまみ(3)を引き上げ、ゆっ

くり回して調節します。 
* つまみ(3)を矢印方向に回すと、空気圧が高くなりま

す。 
2. ハンマー圧力調整用レギュレーター(1)のつまみ(4)を

引き下げ、ゆっくり回して調節します。 
* つまみ(4)を矢印方向に回すと、空気圧が高くなりま

す。 
[ご注意] 

ハンマー圧力調整用レギュレーター(1)は 0.4MPa に

調整されています。むやみに圧力を上げないでくださ

い。メスの切れ味低下やメスの破損の原因となります。 
 

<空気圧を低くする場合> 
1. コック(5)を閉じます。（指針は、高い目盛の位置のま

まです。） 
2. ボタン(6)を押します。 
 ボウル内の空気がぬけ、指針が下がります。 
3. 空気圧を低くする場合は、つまみ(3)を引き上げるか、

またはつまみ(4)を引き下げ、矢印方向に回します。 
4. コック(5)を開きます。 

ボウル内に空気が入り、指針が移動します。 
5. 希望の空気圧になるまで、手順1～4を繰り返します。 
 

 
 
 
 
 
 

4512B 

4513B 

4514B 

閉じる 

開く 

閉じる 

開く 

閉じる 

開く 
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３-１７. アイガードの取り付け方 

  注意 
安全のための保護装置を取り付けて使用してください。 
これらの装置を外して使用すると、けがの原因となります。 

 
(1) 穴ボルト（ゆるめる） 
(2) アイガード（手前に倒す） 
(3) アイガード組 
(4) 平座金［2 個］ 
(5) 穴ボルト［2 本］ 

 
アイガード組(3)を取り付けた後、

アイガード(2)を元の向きに戻し、

穴ボルト(1)を締めて固定します。 
 

 
 

 

３-１８. メスによる切りくず入れの設置 
メスによる切りくず回収用のベンチュリー管(1)から切り

くずが出てきますので、ゴミ箱等にベンチュリー管(1)を
入れてご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メスくずの回収量は、ゴミ箱の底からベンチュリー管(3)
までの距離[A]が長くなるほど多くなります。メスくずを

多く回収するためには、距離[A]が長くなるように調整し

てください。 
必要に応じて、メスくずチューブ(4)とエアーホース(5)を
切って短くしてください。 
* メスくずの吸い込み能力は、メスくずチューブ(4)とエ

アーホース(5)が短いほど高くなります。 
 
 
[ご注意] 

メスくずは、ベンチュリー管(3)の先端に達する前に捨

ててください。ベンチュリー管(3)の先端をふさぐと、

メスくずチューブ(4)内がつまる原因となります。 
 

 
 4516B 

4517B 

0379B 

4515B 
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３-１９. 布押えプレートの取り付け・取り外し方法 
<取り外し方> 

1. 上軸プーリー(1)を手前に回し、プーリーの合印(A)と
頭部の切欠き(B)を合わせます。 
* 針が針上停止位置にセットされます。 

2. 送り台(2)を手前に移動させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 左右のプレート押え(3)を矢印方向（外側）に押します。 
4. クランプレバー(5)を持ちながら、切欠き部(6)に指を入れて布押えプレート右(4)を上に持ち上げピン(7)から外しま

す。 
5. 布押えプレート右(4)を手前に引いて外します。 

[ご注意] 

押えプレート JU (8)が針に当たらないように取り外しできる位置に送り台(2)を移動させ、布押えプレート右

(4)を上に持ち上げ取り外してください。 
6. 布押えプレート左(9)を、布押えプレート右(4)と同様に取り外します。 

 

<取り付け方> 
上記“取り外し方”の逆手順にて取り付けます。 

0387B 

4518B 
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３-２０. 給油 

  注意 
作業の前に電源スイッチを切ってください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動してけがの原因となります。 
潤滑油を扱うときは、保護めがねや保護手袋等を使用し、目や皮膚に付かないようにしてください。炎症を

起こす原因となります。 
また潤滑油を飲まないでください。下痢・おう吐することがあります。 
子供の手の届かないところに置いてください。 

[ご注意] 
潤滑油は、ブラザー指定オイル＜JXTG エネルギー製ソーイングルブ 10N；VG10＞をご使用ください。 
＊入手困難な場合は、推奨オイルとして＜エクソンモービル エソテックスSM10；VG10＞をご使用ください。 

３-２０-１. ミシンへの給油の仕方 
初めてミシンをご使用になる場合、または長い間使用されていない場合は、必ず給油してください。 
 

<アーム油タンクへの給油> 
ミシン油をアーム油タンクの給油口(1)から給油します。

油量を表示窓(2)で確認し、8 分目程度まで給油してくだ

さい。 
 
[ご注意] 
・ 表示窓の油量が約 1/3 程度になったら、必ず給油をし

てください。焼き付き等による故障の原因になります。 
・ 油の入れすぎにはご注意ください。ミシン内部に油が

あふれ出ます。 
 

 
 
 
<ベッド油タンク (サブタンク) への給油> 
1. ミシン頭部を倒します。 
2. ミシン油をサブタンク(1)の給油口(2)から、あふれない

程度に給油します 
 
* 通常使用時は、アーム油タンクから自動で給油される

ため給油する必要はありません。 
 
[ご注意] 
・ [A]部には給油しないでください。この部分は、側板内

のエアーバルブからの廃水をためるタンクです。 
 この部分に水がたまっている場合は、排水を行なって

ください。（「8-2-4. 排水」参照） 
 
 
 
 
 
 
 

0380B 

1599B 
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３-２０-２. ミシンへの注油の仕方 
・ 初めてミシンをご使用になる場合、または長い間使用されていない場合は、下図に矢印で示す箇所に注油をしてく

ださい。 
・ 注油をしたときは油が糸に付着することがあります。縫製物を汚さないように試し縫いをしてください。 

 
<針棒への注油> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 締ねじ(1) [4 本]をゆるめ、面板(2)を取り外します。 
2. 矢印箇所に 2～3 滴注油します。 
3. 注油を終えたら、面板(2)を取り付けます。 
 
<ルーパー・スプレダー・レース土台部への注油> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     レース土台(左側面)                 (右側面)                  (正面) 

 

1. 左右布押えプレートを取り外します。(｢3-19. 布押えプレートの取り付け・取り外し方法｣参照) 
2. 注油のじゃまにならない位置まで送り台(3)を動かします。 
3. レース土台を回し、矢印箇所に 2～3 滴注油します。 
4. 注油を終えたら、布押えプレートを取り付けます。 

0389B 
0390B 
0391B 

4520B 

0383B 
0384B 4519B 
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４. 縫製前の準備 
４-１. 針の取り付け方 

  注意 
針を取り付けるときは、電源スイッチを切ってください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動してけがの原因となります。 

 
1. 布押えプレートを外します。（外し方については｢3-19. 

布押えプレートの取り付け・取り外し方法｣参照） 
2. ベッド部テーキン(1)とレース土台テーキン(2)が合っ

ていることを確認します。 
* 合っていない場合はレース土台(3)を回して合わせ

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
3. フィンガーガード(4)を上げます。 
4. 止ねじ(5)をゆるめ、針(6)を取り外します。 
5. 新しい針(7)のえぐり部(A)を手前に向けて、奥いっぱ

いまで入れます。 
6. 止ねじ(5)をしっかりと締め付けます。 
7. フィンガーガード(4)を下げます。 
 
[ご注意] 

針を取り外した状態で止ねじ(5)を締めないでくださ

い。針棒の内部が傷つき、針が入らなくなる原因とな

ります。 
 
 
＜推奨針＞ 

DO x 558 Nm80～Nm120（シュメッツ 558） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     (正面から見た図) 
 

0395B 

(右側面から見た図) 

4521B 

0394B 
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４-２. 上糸の通し方 
上糸は下図のとおり正しく通してください。 
* 下図は糸立台を左側に取り付けた場合の方法を示します。糸立台を右側に取り付けた場合は糸の通し方が変わり

ます。はじめに｢4-5. 糸立台を右側に取り付けた場合の糸の通し方｣をご覧ください。 
* 糸通しモードで糸通しを行なうと、糸調子皿(1)が開放状態になるため糸が通しやすくなります。（｢5-7. 糸通しモ

ードの使い方｣参照） 
* 付属の糸通し(2)を使用してください。(図中の①は、糸通しを入れる位置を示します。) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                     上糸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 4523B 4522B 



4. 縫製前の準備 

 

RH-982A 32

４-３. 下糸の通し方 
下糸は布押えプレートを外してから、下図のとおり正しく通してください。 
（布押えプレートの外し方については｢3-19. 布押えプレートの取り付け・取り外し方法｣参照） 
* 下図は糸立台を左側に取り付けた場合の方法を示します。糸立台を右側に取り付けた場合は糸の通し方が変わり

ます。はじめに｢4-5. 糸立台を右側に取り付けた場合の糸の通し方｣をご覧ください。 
* 図中の①～③は、糸通しを入れる位置を示します。(糸通しの使い方については｢4-2. 上糸の通し方｣参照) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      <-00、-02 仕様>                           <-01 仕様> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4524B 
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４-４. 芯糸の通し方 
芯糸は布押えプレートを外してから、下図のとおり正しく通してください。糸通しが終わったら、布押えプレートを

取り付けてください。（｢3-19. 布押えプレートの取り付け・取り外し方法｣参照） 
* 下図は糸立台を左側に取り付けた場合の方法を示します。糸立台を右側に取り付けた場合は糸の通し方が変わり

ます。はじめに｢4-5. 糸立台を右側に取り付けた場合の糸の通し方｣をご覧ください。 
* 図中の①～②は、糸通しを入れる位置を示します。(糸通しの使い方については｢4-2. 上糸の通し方｣参照) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   芯糸を押えない 
 
 
 
 
 
       <-00 仕様> 
 
 

                                     芯糸を押える                              芯糸を押えない 
 
 
 
 
 
 
       <-01 仕様> 
 
                                    芯糸を押える 
 
 
 
 
 
 

       <-02 仕様> 
 

4525B 

(スパン糸#8 程度、また

はそれより細い芯糸を使

用する場合) 

(太い芯糸を使

用する場合) 
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４-５. 糸立台を右側に取り付けた場合の糸の通し方 
糸立台を右側に取り付けた場合は、下図の点線枠内のとおりに各糸を通してください。点線枠内以外の部位への糸通

しは、糸立台を左側に取り付けた場合と同じです。｢4-2｣～｢4-4｣の各糸の通し方を参照してください。 
・ 糸通しをはじめる前に、糸立棒(1)を図の位置に付け替え、さらに別売りの糸立棒(2)を取り付けてください。 

SA5568001 (1 個) 糸立棒 
021500216 (1 個) 2 種ナット 5 

・ 糸立台を右側に取り付ける場合は、付属の糸案内(3)を使用することをおすすめします。 
(4) 下糸  (5) 芯糸  (6) 上糸 
 
 
 

糸立棒(1)と(2)の糸穴の方向は、下図のように取り付

けます。 
 
 
 
                                                                                                   オペレーター 
 
 
 
                                                                               糸穴の方向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 4526B 
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４-６. 布のセットの仕方 
左右の布押えプレート(1)に布ガイド(2)がついています。布の端を布ガイド(2)に合わせることで、布をミシンに対し

て垂直および平行にセットすることができます。また、布ガイド(2)の取り付け位置を変えることで、布の端（上端）

から縫い模様までの幅（縫い代）を調節することができます。 
 
布のセットの仕方 
図のように、布の端を布ガイド(2)に合わせてセットしま

す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
縫い代の調節の仕方 
 
<-00、-01 仕様の場合> 
1. 左右の締ねじ(3)をゆるめ、布ガイド(2)を前後に移動さ

せて縫い代<a>を調節します。 
* <a>の調節範囲は 10～30mm です。 

2. 調節を終えたら、締ねじ(3)をしっかりと締めます。 
 
 
 
 
 
<-02 仕様の場合> 
左右の締ねじ(3)の取り付け穴(4)が、それぞれ前後に 2 箇

所あります。 
1. 必要に応じて締ねじ(3)の取り付け穴(4)を変えます。 
2. 締ねじ(3)をゆるめた状態で、布ガイド(2)を前後に移動

させて縫い代<a>を調節します。 
* <a>の調節範囲: 

取り付け穴(4)を変えることにより、以下のように

なります。 
仕様 調節範囲 

L1422 10～50mm 
L1826 10～46mm 
L2230 10～42mm 
L2634 10～38mm 
L3442 10～30mm 

 
3. 調節を終えたら、締ねじ(3)をしっかりと締めます。 
 

0479B 

0480B 

0478B 
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５. ミシンの使い方（操作パネル：基礎編） 
５-１. 操作パネルの名称とはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 電源 LED 
電源スイッチを入れると点灯します。 

(2) CAUTION（警告）LED 
エラー発生時に点灯/点滅します。 

(3) タッチパネル(ディスプレイ) 

メッセージやタッチキー(アイコン) 

を表示します。 

(4) プログラム変更キー［    ］ 
ディスプレイに表示されたプログラム No.を変

更するときに使用します。 

(5) ステップ変更キー［    ］ 
テスト動作時 及び エラー停止時/一時停止時 
は針数の変更をするときに使用します。 
サイクルプログラム動作時はステップの変更を

するときに使用します。 

(6) F（ファンクション）キー 
プログラム No.のダイレクト選択に使用します。 
設定はメモリースイッチで行ないます。 

(7) HOME（ホーム）キー 
ホーム画面（自動縫製モード）へ入るときに使用

します。 

 (8) TEST（テスト）キー 
テストモードへ入るときに使用します。 

(9) MANUAL（マニュアル）キー 
手動縫製モードへ入るときに使用します。 

(10) メニューキー 
設定メニューに入るときに使用します。 

(11) THREAD（糸通し）キー 
糸通しを行なうときに使用します。 

(12) FRONT/BACK キー 
布セット位置を”手前”または”奥”に切替えると

きに使用します。 

(13) メス切替キー 
先メス/後メス/メス無を切替えるときに使用し

ます。 

(14) 原点移動キー 
特定の状況(一時停止など)で原点移動を行なう

ときに使用します。 
 
 
 

 

(7) (8) (9) (10) 

(11) (12) 

(13) (14) 

(6) 

(3) 

(4) 

(5) 

(1) (2) 
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５-１-１. ホーム画面の説明 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) プログラム No 現在選択されているプログラム No を表示します。 
画面をタッチすると単独プログラム⇔サイクルプログラムの切替ができま

す。 
(2) 生産／枚数カウンター 

 
 
 
 

生産カウンターまたは枚数カウンターを表示します。 
画面をタッチすると生産カウンターまたは枚数カウンターの設定を行ないま

す。 
 
・サイクルプログラム以外 
 生産カウンターを表示します。 
 
・サイクルプログラム 
 メモリースイッチ No.300 の設定により、 

“生産カウンター表示”の場合、生産カウンターを表示します。 
 “枚数カウンター表示”の場合、枚数カウンターを表示します。 

(3) パラメーター選択 画面をタッチすると設定可能な縫製パラメーターの一覧を表示します。 
(4) 針数 針数を“現在の針数／選択中の縫製プログラムの総針数”で表示します。 
(5) メス設定 メスの設定(先メス、後メス、メス無しのいずれか)を表示します。 
(6) 縫い模様／縫い長さ 現在選択している模様(縫製パラメーター40)と縫い長さ(縫製パラメーター2)

を表示します。 
※菊穴表示(メモリースイッチ 855)が”有効”の場合は菊穴模様と菊穴メスサイズ(縫製

パラメーター34)を表示します。 
(7) 縫製パラメーター 現在選択している模様のパラメーターと値を表示します。 

画面をタッチすると各パラメーターの値を変更することができます。 
※ホーム画面に表示される縫製パラメーターは模様毎に異なります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 

(4) 

(5) 

(2) (3) 

(6) 

(7) 

(7) 
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５-２. ミシンの起動の仕方 
 

1 電源スイッチの ON 側(1)を押します。 
電源 LED(2)が点灯し、パネルの表示部(3)が下記の順に切り変わ

ります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

約 1 秒間表示 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ご注意] 

“E110”が表示された場合は、上軸プーリー(4)を
手で回し、プーリーの合印(5)を切り欠き(6)に合わ

せてください。 
 
 
 

2 スタートスイッチ(7)を押します。 
 

 
                      (自動モードの場合) 

 

 
・ 送り台が布セット位置に移動します。 
・ パネル表示は、自動モードの待機状態*1 になります。 

*1: 各モードに移行後、次の動作が始まる前の状態を“待機状態”といいます。 

(2) (3) 
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５-３. プログラムの設定方法 
よく使う縫い模様をプログラム登録することをおすすめします。登録後はプログラム番号を選択するだけで希望の縫

い模様を呼び出すことができますので、その都度設定する手間が省けます。 
・ プログラムは常時 20 まで登録でき、いつでも内容を変更できます。内容は各項目のパラメーターを変更して行な

います。 
・ 出荷時は、プログラム番号P01～P20 に仮の内容が登録されています。（P01～P20 まで全て同じものです。） 

下記方法に従い、内容を変更してお使いください。 
 

1 プログラム No.を選択します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム変更キー  (1)または  (2)を
押すことで縫製プログラムを選択することが

できます。 
 
※パラメーター設定画面でプログラム変更キーを

押しても縫製プログラムを選択することができま

す。 

2 変更したいパラメーターを選択します。  

<ホーム画面から変更する場合> 

 

 

 

 

 

変更したいパラメーターのアイコンを押すこ

とでパラメーター設定画面が表示されます。 

<パラメーター選択から変更する場合> 

 
パラメーター選択キー  (3)を押すこと

で変更可能なパラメーターの一覧が表示され

ます。 

 

変更したいパラメーターのアイコンを押すこ

とでパラメーター設定画面が表示されます。 

(アイコンとパラメーターについては「5-3-1. 
パラメーター一覧表」参照) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 

(2) 

(3) 
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3 パラメーターの値を変更します。 

 

 

 

 

 

キー(4) 、 キー(5)を押して、パラメ

ーターの値を変更します。 

※点滅表示は設定値が未確定であることを意味します。 

 

キー(6) を押すと初期値を表示しま

す。 

(初期値は「5-3-1. パラメーター一覧表」参照) 

 

キー(8)、 キー(9) を押すと対象のパラメ

ーターを切替えることができます。 

キー(7)、    キー(10) を押してもパラメ

ーターを切替えることができます。この場合

は初期値から変更されているパラメーターに

のみ切替ります。 

 

4 変更した内容を確定します。 

 

 

 

 
 
 

 

キー(11) を押すことで表示が点滅→点

灯に変わり、変更した内容が確定します。 
 
 

キー(12) を押すことで元の画面へ戻り

ます。 
 

※ キーを押さずに キー、 キー、HOME キー、

TEST キー、MANUAL キー、 キー、   キー、 
  キー、   キー、    キーのいずれかを押すと、変

更内容をキャンセルすることができます。 
 

5  
上記手順 2～4 を繰り返して、他のパラメーターを変更します。 
 

 

(4) 

(5) 

(6) 

(11) 

(12) 

(9) (10) (8) (7) 



5. ミシンの使い方（操作パネル：基礎編） 

 

RH-982A 41 

５-３-１. パラメーター一覧表 

[ご注意] 

・ 他のパラメーターの設定内容によっては、設定値を変更できないか、または無効となるパラメーターがあります。 
・ パラメーターを変更したときは、テストモードでミシンを動作させ、針と部品の間で、さらに部品どうしで干渉し

ないことを確認した上で、縫製を行なってください。 

番 号 内  容 設定範囲 設定単位 初期値 

01 縫い速度 

 

 

1,000～2,500 sti/min 100 1,800 sti/min 

02 縫い長さ（*1） 
 

 

<-00 仕様> 
鳩目穴: 8～50 mm 
眠り穴: 5～50 mm 

<-01 仕様> 
鳩目穴: 8～42 mm 
眠り穴: 5～42 mm 

<-02 仕様> 
    (L1422): 14～22 mm 

(L1826): 18～26 mm 
(L2230): 22～30 mm 
(L2634): 26～34 mm 
(L3442): 34～42 mm 

0.5 <-00 仕様>: 25 mm 
<-01 仕様>: 25 mm 
<-02 仕様> 
    (L1422): 18 mm 

(L1826): 22 mm 
(L2230): 26 mm 
(L2634): 30 mm 
(L3442): 38 mm 

03 メススペース 

 

 

 

-2.5～0.5 mm 0.05 0.2 mm 

04 縫い目ピッチ 

 

 

 

0.5～2.0 mm 0.1 1.0 mm 

05 鳩目部針数 

 

 

 

4～20 針 1 9 針 

06 流れ閂長さ 

 

 

 

1～20 mm 1 6 mm 

07 オフセット 

 

 

 

0.5～2.0 mm 0.1 1.5 mm 

08 直線閂長さ 

 

 

 

2.0～6.0mm 
（片側 3.0mm まで） 

0.1 5.0 mm 

 
*1: 縫い長さの設定範囲と初期値は仕様によって異なります。 
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番 号 内  容 設定範囲 設定単位 初期値 

09 直線閂針数 

 

5～18 針 1 7 針 

10 丸閂針数 

 

5～17 針 1 7 針 

11 メス形状 

 

1～6 

(メスを交換したら、交換した

メスのメス番号をご確認の

上、適切なメス形状を選択し

てください。) 

1 2 

12 針振り幅補正 -1.0～1.0 mm 0.1 0.0 mm 

13 鳩目部減速速度（*2） -600～0 sti/min 100 0 sti/min 

14 直線閂部速度（*3） 1,000～2,500 sti/min 100 1,800 sti/min 

15 スロースタート針数 

 

0～3 針 1 0 針 

16 スロースタート速度（*4） 400～1,500 sti/min 100 700 sti/min 

 
*2: 鳩目部減速速度は、パラメーター01（縫い速度）で設定した縫い速度が基準となります。 
*3: 直線閂部速度よりも縫い速度が遅い場合、縫製時の直線閂部速度は縫い速度と同じになります。 
*4: スロースタート速度よりも縫い速度が遅い場合、縫製時のスロースタート速度は縫い速度と同じになります。 
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番 号 内  容 設定範囲 設定単位 初期値 

17 メス X 位置補正 

 

 

 

-0.5～0.5 mm 0.05 0.0 mm 

18 メス Y 位置補正 

 

 

 

-0.7～0.7 mm 0.05 0.0 mm 

19 縫い始め止め縫い針数 

 

 

 

0～4 針 1 0 針 

20 縫い終り止め縫い針数 

 

 

 

0～4 針 1 0 針 

21 X 補正 -1～6 1 0 

22 Y 補正 -1～6 1 0 

23 θ1 補正 

 

 

-3～3 1 0 

24 θ2 補正 

 

 

 

-3～3 1 0 

25 流れ閂角度 

 

-5～5 1 0 

26 直線閂幅補正 -1.0～0.0 mm 0.1 0.0 mm 

27 直線閂重ね量 

 

0.0～2.0 mm 0.1 1.0 mm 
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番 号 内  容 設定範囲 設定単位 初期値 

28 直線閂X位置補正 

 

-1.0～1.0 mm 0.1 0.0 mm 

29 直線閂傾き補正 -3～1 1 0 

30 予備（将来のバージョンアップ用です。） 

31 流れ閂部の縫い終り止め縫い

目ピッチ 

 

縫い目ピッチの 20～100% 5 100% 

32 丸閂重ね縫い針数 

 

1～4 針（45°以内） 1 1 針 

33 メス無し時の運針 1: 先メス時の運針 

2: 後メス時の運針 

1 1 

34 菊穴メスサイズ 

 

 

 

2～5 mm 1 2 

35 菊穴針数 

 

 

 

8～100 針 1 20 

36 菊穴重ね縫い針数 

 

 

1～5 針（45°以内） 1 2 

37 予備（将来のバージョンアップ用です。） 

38 予備（将来のバージョンアップ用です。） 

39 予備（将来のバージョンアップ用です。） 

40 閂止め形状 

 

1：閂止め無し 

2：流れ閂止め 

3：直線閂止め 

4：丸閂止め 

1 2 
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５-４. テストモードによる縫い模様の確認 
テストモードでは、上軸を停止させた状態で、送り台のみ縫製時と同じ動きをさせることができます。針と部品、さ

らに部品どうしの位置関係を確認するときに便利です。 
 

1 テストモードにします。 
 
 
 
 

TEST キーを押すと、テストモードに入ります。 
 
テストモードでは、縫製パラメーター(1)※、メス動

作(2)、縫製プログラム No.(3)、針数および総針数(4)
などが表示されます。 
 
※パラメーターの詳細は「5-3-1. パラメーター一覧表」参照 

2 縫製プログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム変更キー または を押すことで縫

製プログラムを変更することができます。 

3 布押えスイッチ(5)を押します。 
 
 

布押えが下降します。 
 

 

4 スタートスイッチ(6)を押します。 
 
 

送り台が縫製開始位置まで移動します。 
 

 

5 テスト送りをはじめます。 
 

 
 
 
 

 
 

スタートスイッチ(6)またはステップ変更キー 
を押すことで、テスト送りをはじめます。 
 
・ 押すごとに針数(4)が 2 針ずつ進みます。 
・ 押し続けると早送りします。 
・ 最終針まで到達するとブザーが鳴ります。 
・ テストモードでは糸切りやメス動作は行なわれませ

ん。 

（次ページに続く） 
  

(2) 

(1) 

(4) 

(3) 

(4) 
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6 [テストを中止して送り台を布セット位置に戻したい場合] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時停止スイッチ(7)を押し、原点移動キーを押

します。 

 

 

 

 

[テスト中、送り台を前の縫製位置に戻したい場合] 

 

を押すごとに針数(4)が 2 針ずつ戻ります。 

[最終針まで到達してブザーが鳴ったら]  

 

スタートスイッチ(6)を押すと送り台が布セット

位置に戻ります。 
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５-５. メス動作の切替え 
 

メスなし 
メス動作を実行しません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
自動モード、テストモード、または手動モードの待機状態のときに、メス切替キーを押します。 
メス切替キーを押すごとに、メス動作が図のように切り替わります。 
 
 
 
 

後メス 
縫製実行後に、メス動作を実行します。 

先メス 
メス動作実行後に、縫製を実行します。 
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５-６. 布セット位置の切り替え方 
送り台を、標準布セット位置よりも手前に移動することができます。これにより布セットがしやすくなります。 
特に後メス時に使用すると、サイクルタイムが短縮されます。 
 

[送り台を手前に移動するには] 

自動モード、テストモード、または手動モードの待機状態のときに、 
FRONT/BACK キーを押します。 

 
 
 

送り台が手前（縫い始め位置）に移動します。 
 
 
 
 

[送り台を奥（標準布セット位置）に戻すには] 

もう一度 FRONT/BACK キーを押します。 
 
 
 
 

送り台が奥（標準布セット位置）に戻ります。 
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５-７. 糸通しモードの使い方 
上糸を通すときに使います。（上糸通しについては｢4-2. 上糸の通し方｣参照）糸通しモードに切り替えると、針棒（θ

送り）が 180°回転した後に XYθ送りのモーターの励磁が切れます。(手前セットのときはθのみ切れる) 
これにより針棒と送り台が自由に動かせるようになるため、上糸を通しやすくなります。 
また糸通しモードでは、スタートスイッチを押してもミシンが起動しないので安全です。 
 

1 糸通しモードにします。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

自動モード、テストモード、または手動

モードの待機状態のときに、 
THREAD キーを押します。 

 

・ 糸調子皿が開放状態になります。 

・ ブザーが鳴り、針棒（θ送り）(1)が
180°回転します。この後、XYθ送り

のモーターの励磁が切れます。 

2 上糸を通します。                        ・ 3 分経過すると、糸調子皿が閉じます。 

3 糸通しモードを終了します。 
 
 
 
 
 
 

 

キーを押すと糸調子皿が閉じ、元

の画面に戻ります。 
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５-８. 手元 LED 設定方法 

1 手元 LED 照度設定画面に移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーをタッチして設定メニューへ移動します。 

メニュー上にある「手元 LED 照度設定」をタッチし

て手元 LED 照度設定画面へ移動します。 
 
 
 

2 照度を変更します。 
 
 
 
 
 
 
 

キーまたは キーをタッチして手元 LED の

照度を変更することができます。 

 

設定が完了したら キーをタッチします。 

・ キーをタッチすることで設定した照度で

LED を点灯します。 

・ 照度レベルは0～9の範囲で設定することができます。 

・ 照度レベルを 0 にすると消灯状態となり、1～9 の間で

は数値を大きくしていくにつれて LED の照度が上が

っていきます。 

 

※ キーを押さずに HOME キー、TEST キー、

MANUAL キー、 キーのいずれかを押すと変更内

容をキャンセルすることができます。 
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６. ミシンの使い方（縫製編） 
  注意 

次の場合には電源スイッチを切ってください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動してけがの原因となります。 

・針の交換 
・ミシンを使用しない、またはミシンから離れる場合 

縫製中、動く部分にふれたり、物で押したりしないでください。 
けが、またはミシンの破損の原因となります。 

 

６-１. 自動縫製（自動モード） 
・ 初めて自動縫製を行なう場合は、必ず試縫いを行なってください。 
・ 低温の場所で縫製を行なう場合は、何度か試縫いをしてモーターをよく温めてから行なってください。 
 

1 自動モードにします。 

 
 
 
 

HOME キーを押すと自動モードになります。 

 

自動モードでは、縫製プログラム No.(1)、生産カウン

ター(2)、針数および総針数(3)、メス動作(4)、縫製パラ

メーター(5)※などが表示されます。 
 
※パラメーターの詳細は「5-3-1. パラメーター一覧表」参照 

2 縫製プログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

 
 

プログラム変更キー または を押すことで縫製プ

ログラムを選択することができます。 

 

※縫製プログラムNo.(1)を押すとサイクルプログラム

に切り替わります。（サイクルプログラムが作成され

ている場合のみ） 

 

3 キーを押し、希望するメス動作（先メス／メス無し／後メス）を選択します。 
※メス動作の切替え方については｢5-5. メス動作の切替え｣参照 

4 布押えの下に縫製物を入れて、布押えスイッチ(6)を押します。 
 
 
布押えが下がります。 
 

 

5 スタートスイッチ(7)を押します。 
 
縫製が開始されます。 
* 縫製が終了すると布押えが上がります。また、表示部の生産カ

ウンターの値が“1”増加します。 
 

6  
繰り返し縫製する場合は、上記 4～5 の操作を繰り返します。 
 

 

(1) (2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 
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６-２. 一時停止スイッチの使い方 

６-２-１. 自動縫製中の一時停止 

一時停止スイッチは、糸切れなどのトラブルが発生した場合にミシンを停止させるために使用します。 
 
＜一時停止の仕方＞ 

縫製中に一時停止スイッチ(1)を押します。 
 
 
 
 
 
 

ミシンが停止し、エラーが表示されます。 
 

 
 
＜一時停止の解除の仕方（縫いつなぎを行なわない場合）＞ 

1 キーを押します。 
 

 
 
 
 
 

ブザーが鳴り止みます。 

2 異常原因を取り除きます。 

3 キーを押します。 
送り台が原点検出を行なった後、布セット位置に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



6. ミシンの使い方（縫製編） 

 

RH-982A 53 

＜一時停止の解除の仕方（縫いつなぎを行なう場合）＞ 

1 キーを押します。 
 

 
 
 
 
 

ブザーが鳴り止みます。    

2 異常原因を取り除きます。 

3 キーを一回押します。 
 
 
 
 
 
 

 

4 縫製を再開する位置を決めます。 
 
 
 
 
 
 
 

キーまたは    キーを押すことで 2 針分前進また

は後退します。 

※上糸が切れた場合などには、   キーを押すことにより、糸通し

モードに入ることができます。 
 

5 スタートスイッチ(1)を押します。 
 
 
 
自動縫製が再開されます。 

 
 

 
[ご注意]  

ミシンモーター起動前または停止後に一時停止スイッチを押した場合は、縫いつなぎをすることはできません。 
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６-２-２. 手動縫製またはテスト送りの中断 

＜中断の仕方＞ 

手動縫製中またはテストモードでの動作中に、 
一時停止スイッチ(1)を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ブザーが鳴ります。 
 

 
 
＜中断表示の解除の仕方＞ 

キーを押します。 

・送り台が原点検出を行なった後、布セット位置に戻ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0234B 
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６-３. 縫い調子の調節 
縫製品に合わせて糸調子を調節する必要があります。 
 

     ［参考糸調子］ 

布地 ウール地 2 枚＋毛芯  デニム 3 枚 

使用糸 テトロン糸#30 スパン糸#50 

針 DO x 558 Nm90 DO x 558 Nm110 

上糸張力 (N) 0.6 1.0 

下糸張力 (N) 0.3 0.3 

糸取りばねの強さ (N) 0.05 0.07 

糸取りばねのストローク (mm) 8 8 

* 上記上糸張力は天びんの糸道穴から、また下糸張力はスロートプレートの針穴部から引き出し

た時の張力を記載してあります。 
 
＜上糸張力の調節＞ 
1. 糸調子ナット(1)を回して調節します。 
2. 上糸残り量が 35mm 程度になるように、糸調子ナッ

ト(2) (副調子)を回して調節します。 
* 時計回りに回すと上糸残り量が少なくなり、反時

計回りに回すと多くなります。 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
＜下糸張力の調節＞ 
糸調子ナット(3)を回して調節します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

0442B 

強める ゆるめる 

0443B 

強める ゆるめる 
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＜糸取りばねの強さとストロークの調節＞ 
 
強さの調節 
1. 締ねじ(4)をゆるめ、L 糸取りばね支え(5)を回して調節

します。 
* 矢印方向に回すと糸取りばね(6)の張力が強くなり

ます。 
2. 調節を終えたら、締ねじ(4)を締め付けます。 
 
ストロークの調節 
1. 締ねじ(7)をゆるめ、L 糸取りばね案内(8)を回して調節

します。 
* 矢印方向に回すと糸取りばね(6)のストロークが大

きくなります。 
2. 調節を終えたら、締ねじ(7)を締め付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 0444B 
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７. ミシンの使い方（操作パネル：応用編） 
７-１. サイクルプログラムの使い方 
単独プログラム(P01～P20)に登録している縫い模様を組み合わせて、連続して実行させる“サイクルプログラム”を

登録することができます。決まった縫い模様を順番に縫製する場合、あらかじめサイクルプログラムに登録しておく

と便利です。 
 

サイクルプログラム 

最大登録数 9（C1～C9） 
最大ステップ数 9（同じ単独プログラムを何度も選ぶことができます。） 

 

 

 

 

プログラム例 

ここでは、単独プログラム P01 をメス動作有りで 3 回、プログラム P03 をメス動作無しで 1 回というサイクルプロ

グラムを、プログラム C１に設定する例にて説明します。 
 

例：サイクルプログラムC1の設定内容 

ステップ番号 ステップ 1 ステップ 2 ステップ 3 ステップ 4 
単独プログラム番号 P01 P01 P01 P03 
メス動作 有り 有り 有り 無し 

 

1 サイクルプログラム設定画面へ移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーを押して設定メニューへ移動します。 

 

メニュー上にある「サイクルプログラム設定」

をタッチしてサイクルプログラム編集画面へ移

動します。 

 

 

2 サイクルプログラム No.を選択します。 
 
 
 
 
 
 

キーまたは キーをタッチしてサイクルプ

ログラム No.を選択します。 

 

※サイクルプログラムが未登録の場合はプログラムNo.の後

に「----」が表示されます。 

 
編集したいプログラム No.を選択してリストを

タッチします。 
 
※ キーを押すことで元の画面に戻ります。 
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3 ステップに登録するプログラム No.を選択します。 
 
 
 
 
 

単独プログラムの登録を行なうステップ No.を
選択します。 
 
・タッチしたリストのチェック欄にチェックが入ります 
・登録を取り消したい場合は削除したいステップをタッチで

選択してから キーをタッチすることで削除できます。 
 

4 プログラム選択画面に入ります。 
 
 
 
 
 

ステップを選択してリストにチェックが入って

いる状態で キーをタッチします。 

 
・単独プログラム選択画面へ移動します。 

 

5 プログラムを選択します。 
 
 
 
 
 

ステップとして登録する単独プログラムをリス

トから選択します。 

 

・サイクルプログラム編集画面へ移動し、選択したプログラ

ムが選んだステップとして登録されます。 

6  
上記手順 4～5 を繰り返して、ステップ 2 以降も同様に登録します。 
 

 <2 つのステップ間に新たにステップを登録する場合> 

 
 
 
 

2 つ以上ステップを登録しているときに、すで

に登録してあるステップとの間に新たなステッ

プを入れたい場合は 2 つのステップにチェック

を付けてから キーをタッチすることで行

なえます。 

 

・この時選択した単独プログラムは選択した 2 つのステップ

の間に登録されます。 

7 メス動作の設定を行ないます。 

 
 
 
 

ステップ 4 を選択してリストにチェックが入っ

ている状態でメス切替     キーをタッチしま

す。 
 

・ステップ毎にメス動作あり 、メス動作なし を設定す

ることができます。 
 

8 設定したサイクルプログラムを登録します。 キーを押して設定した内容を登録します。 

[ご注意] 
サイクルプログラムを選択して自動縫製を行なうメス動作は、ホーム画面で選択されている動作(先メスまたは後メ

ス)が適用されます。メス動作なしの場合はホーム画面での設定に関わらずメスなしとなります。 
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７-２. サイクルプログラムの削除方法 
不要となったサイクルプログラムを削除することができます。 
 

1 サイクルプログラム削除画面へ移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーを押して設定メニューへ移動します。 

 

メニュー上にある「サイクルプログラム削除」

をタッチしてサイクルプログラム削除画面へ移

動します。 

 

 

2 削除するサイクルプログラム No.を選択します。 

 

 

 

 

 

削除したいサイクルプログラム No.をタッチし

ます。 

 

・ タッチしたリストのチェック欄にチェックが入

ります。(複数選択可能) 

・ キーを押すことで登録されている全ての

サイクルプログラムを選択することができま

す。 

 

3 削除を実行します。 削除したいサイクルプログラムを選択し終えた

ら キーを押すことでその時点で選択した

サイクルプログラムを削除することができま

す。 

 

キーを押すことで元の画面へ戻ります。 

 

※ キーを押さずに HOME キー、TEST キー、

MANUAL キー、 キー、 キーのいずれ

かを押すと削除をキャンセルすることができま

す。 
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７-３. プログラムコピー 
あるプログラムとほとんど同じ内容のプログラムを必要部分だけを変えて縫製したい場合、元のプログラムをコピー

することで新たなプログラムとして登録することができます。 
 

1 プログラムコピー画面に移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーをタッチして設定メニューへ移動します。 

メニュー上にある「プログラムコピー」をタッチして

プログラムコピー画面へ移動します。 
 
・ コピー元およびコピー先の初期設定はホーム画面で

選択しているプログラム No.が設定されています。 

2 コピー先プログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

画面下段のプログラム No.をタッチするとコピー先

のプログラムNo.を選択するリストへと移動します。 

 

リストからコピー先のプログラム No.を選択します。 

 

・ 選択するとプログラムコピー画面に戻ります。 

・ コピー先のプログラム No.が点滅します。 

 

3 コピー元プログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

画面上段のプログラム No.をタッチし、リストからコ

ピー元のプログラム No.を選択します。 
 
・ 選択するとプログラムコピー画面に戻ります。 

4 プログラムコピーを行ないます。 

 

 

 

 

 

キーを押すことで表示が点滅→点灯に変わり、

プログラムコピーを行ないます。 
 

キーを押すことで元の画面へ戻ります。 
 

※ キーを押さずに HOME キー、TEST キー、

MANUAL キー、 キー、 キーのいずれかを

押すとプログラムコピーをキャンセルすることができ

ます。 
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７-４. サイクルプログラムコピー 
単独プログラムと同様にサイクルプログラムもコピーを行なうことができます。 
 

1 サイクルプログラムコピー画面に移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーをタッチして設定メニューへ移動します。 

メニュー上にある「サイクルプログラムコピー」をタ

ッチしてサイクルプログラムコピー画面へ移動しま

す。 
 
・ コピー元およびコピー先の初期設定はホーム画面で選

択しているサイクルプログラム No.が設定されていま

す。 

2 コピー先プログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

画面下段のサイクルプログラム No.をタッチするとコ

ピー先のサイクルプログラム No.を選択するリストへ

と移動します。 

 

リストからコピー先のプログラム No.を選択します。 

 

・ 選択するとサイクルプログラムコピー画面に戻ります。 

・ コピー先のサイクルプログラム No.が点滅します。 

 

3 コピー元プログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

画面上段のサイクルプログラム No.をタッチし、リス

トからコピー元のサイクルプログラム No.を選択しま

す。 
 
・ 選択するとサイクルプログラムコピー画面に戻ります。 

4 サイクルプログラムコピーを行ないます。 

 

 

 

 

 

キーを押すことで表示が点滅→点灯に変わり、

サイクルプログラムコピーを行ないます。 
 

キーを押すことで元の画面へ戻ります。 
 

※ キーを押さずに HOME キー、TEST キー、

MANUAL キー、 キー、 キーのいずれかを押

すとサイクルプログラムコピーをキャンセルすることが

できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7. ミシンの使い方（操作パネル：応用編） 

 

RH-982A 62

７-５. ダイレクト選択の方法 
ファンクションキーによってプログラムNo.またはサイクルプログラムNo.をダイレクトに選択することができます。 
但し、プログラムが登録されていない場合は、選択できません。 
 
＜ファンクションキー＞ 

 

    

 

メモリースイッチの設定によって機能の切り替えが可能です。 

406＝OFF（初期値） 

どのファンクションキーを押しても動作しません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

406＝1 

メモリースイッチ No.407 で 
指定したもの 

 

 

メモリースイッチ No.408 で 
指定したもの 

 

メモリースイッチ No.409 で 
指定したもの 

 

メモリースイッチ No.410 で 
指定したもの 
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７-６. USB メディアを利用したデータの読み書き 
USB メディアを介して、ミシン間でプログラムやメモリースイッチの設定内容をコピーすることができます。 

注意 
 
 

USB 接続端子には、USB メディア以外は接続しないでください。故障の原因となります。 

 

1 データ読書きモードへ移行します。 

 

 

 

 

 
 

キーをタッチして設定メニューへ移動します。 

メニュー上にある「データ読書き」をタッチします。 

2 USB とのデータ読書きを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

画面には現在選択されている読み書きの項目とイラス

トが表示されます。 

キーまたは キーを押すことで読み書き項目

を変更することができます。 
 
 

キーを押すことで選択した読み書き項目を実行

します。 

 

キーを押すことで元の画面へ戻ります。 
 

選択可能な読み書き項目は下記の通りとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB メディアのフォルダ構成 

 

 

 

 

 

項目番号 内容 読み書き方向 

1 全データ読み込み USBメディア➡ミシン本体 

2 全データ書き込み ミシン本体➡USBメディア 

3 プログラム読み込み USBメディア➡ミシン本体 

4 プログラム書き込み ミシン本体➡USBメディア 

5 サイクルプログラム読み込み USBメディア➡ミシン本体 

6 サイクルプログラム書き込み ミシン本体➡USBメディア 

7 メモリースイッチ読み込み USBメディア➡ミシン本体 

8 メモリースイッチ書き込み ミシン本体➡USBメディア 

9 BRH9820プログラム読み込み USBメディア➡ミシン本体 

データの種類 ファイル名 フォルダ名 ※1 

プログラム ISMUPG.SEW ¥BROTHER¥ISM¥ISMDM**¥ ※2 
サイクルプログラム ISMCYC.SEW 同上 

メモリースイッチ ISMMSW.SEW 同上 

BRH9820プログラム ISMUPG.SEW ¥BROTHER¥ISM¥ISMDC00¥ 

※1 該当フォルダが存在しない場合には自動的にフォルダを作成し、書き込みを行ないます。 
※2 フォルダ名の**はメモリースイッチ 752 で指定した値となります。 
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７-７. メモリースイッチの設定方法 
操作パネルの機能の中には、出荷時にメモリースイッチで設定されているものがあります。ご希望に合わせて、これ

らメモリースイッチの設定内容を変更することができます。メモリースイッチの内容は、各プログラムに共通して有

効となります。各メモリースイッチ番号とその設定内容については｢7-7-1. メモリースイッチ一覧表｣を参照してくだ

さい。 
 

1 メモリースイッチ設定画面へ移動します。 

 
キーを押して設定メニューへ移動します。 

 

メニュー上にある「メモリースイッチ設定」をタッ

チしてメモリースイッチ設定画面へ移動します。 

 

 

 

 

 

2 変更したいメモリースイッチを選択します。 
 
 
 
 
 

キーまたは キーをタッチして、メモリース

イッチを選択します。 

初期値から変更されているメモリースイッチだけを表示

させたいとき。 

 

 

 

キーまたは キーをタッチします。 

 

・初期値から変更されているメモリースイッチが順番に

表示されます。 

3 メモリースイッチの内容を変更します。 

 

 

 

 

 

キーまたは キーをタッチして、設定値を変

更します。 

 

・設定値が未確定の場合は点滅表示となります。 

・ キーをタッチすると、初期値を表示させること

ができます。 
 

<メモリースイッチの詳細説明を表示する場合> 

 

 

 

 

キーをタッチすると、メモリースイッチの詳

細説明が表示されます。 
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4 変更内容を確定します。 
 
 
 
 
 
 
 

キーを押すことで点滅→点灯に変わり、変更

した内容が確定します。 
 

キーを押すことで元の画面へ戻ります。 
 

※ キーを押さずに HOME キー、TEST キー、

MANUAL キー、 キー、 キーを押すと、変

更内容をキャンセルすることができます。 

5 他のメモリースイッチ番号の内容を変更する場合は、上記手順 2～4 の操作を繰り返します。 

 

７-７-１. メモリースイッチ一覧表 

番 号 内容 設定範囲 初期値 

001 

ペダル設定の切り替え 
1：スタートスイッチを押すことにより布押えが下がり、ミシン

が起動します。 
2：布押えスイッチを押すことにより布押えが下がります。その

後スタートスイッチを押すことにより、ミシンが起動しま

す。 

1：1 ペダル 
2：2 ペダル 

2 

300 

枚数カウンターの表示 

設定値 OFF の場合：サイクルプログラム使用時に生産カウンタ

ーを表示します。 
設定値 ON の場合：サイクルプログラム使用時に枚数カウンタ

ーを表示します。  

OFF 
ON 

OFF 

406 
Fキー機能切り替え 

1：メモリースイッチ 407～410 が有効となり、F1~F4 キーの機

能が使用できます。 

OFF：機能無し 
1：407~410 が有効 

OFF 

407 

F1キーの割り付けNo 

メモリースイッチ 406 = 1 の場合、指定したプログラム No.に切り替

わります。 

OFF：切替無し 
1～20：単独プログラム

No. 
101～109：サイクルプロ

グラム C1~C9 

OFF 

408 

F2キーの割り付けNo 

メモリースイッチ 406 = 1 の場合、指定したプログラム No.に切り替

わります。 

OFF：切替無し 
1～20：単独プログラム

No. 
101～109：サイクルプロ

グラム C1~C9 

OFF 

409 

F3キーの割り付けNo 

メモリースイッチ 406 = 1 の場合、指定したプログラム No.に切り替

わります。 

OFF：切替無し 
1～20：単独プログラム

No. 
101～109：サイクルプロ

グラム C1~C9 

OFF 

410 

F4キーの割り付けNo 

メモリースイッチ 406 = 1 の場合、指定したプログラム No.に切り替

わります。 

OFF：切替無し 
1～20：単独プログラム

No. 
101～109：サイクルプロ

グラム C1~C9 

OFF 

 
 
 
 



7. ミシンの使い方（操作パネル：応用編） 

 

RH-982A 66

７-８. データのクリア（初期化） 
正常だったミシンが動作しなくなったときの原因として、メモリースイッチ等の記憶データが異常設定されているこ

とがあります。このような時には下記の操作を行なって、記憶データを初期化すると正常動作に戻ることがあります。 
 

1 初期化モードに入ります。 
 
 
 
 

キーを押しながら電源スイッチ ON で調整

メニュー画面が表示されます。 

 
メニュー内の「データ初期化」をタッチしてデー

タ初期化画面へ移動します。 
 

 【参考】 

データ初期化画面では下記の初期化項目を選択することができます。 

※初期化項目についての詳細は調整説明書をご覧ください。 

 
パネル表示項目 初期化項目 

オールクリア 
下記項目全てと生産カウンター、枚数カウンターを 

初期化します。 
プログラム初期化 単独プログラムのパラメーター設定を初期化します。 
サイクルプログラム初期化 サイクルプログラムの設定を全て削除します。 

メモリースイッチ初期化 
メモリースイッチの初期化可能項目を全て 
初期値にします。 

 
 

2 初期化を行ないます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リストの項目名をタッチすると初期化確認画面

が表示されます。 

 ・ キーをタッチすることで初期化が開始します。 

 ・画面表示がデータ初期化画面に戻ったら初期化完了です。 
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７-９. 生産カウンターの設定変更の仕方 
生産カウンターはホーム画面の右上に常時表示されます。縫製が 1 回終了するごとにカウンターの値が 1 増えます。 

 

1 生産カウンター設定画面に入ります。  

<設定メニューから入る場合> 

 

 

 

 

 

キーを押して設定メニューに移動し、「生産カウン

ター設定」をタッチします。 

<ホーム画面から入る場合> 

 

 

 

 

 

ホーム画面で生産カウンター をタッチする

ことでも移動することができます。 

2 カウント値を設定します。 

 

 

 

 

 

キーまたは キーをタッチして、カウント値を変

更します。 

 

・ 設定値が未確定の場合は点滅表示となります。 

・ カウント値は[0000000]から[9999999]まで設定できます。 

・ 設定モード中に キーをタッチすると、変更前の値

に戻ります。さらに長押しをするとカウント値が

[0000000]になります。 

3 変更内容を確定します。 
 
 
 
 
 
 
 

キーをタッチして、カウント値を確定します。 
 

・ 値が確定され、画面が設定メニュー画面※へと戻ります。 

・ キーをタッチせずに キーをタッチすると、

変更内容をキャンセルすることができます。 

 

※ ホーム画面から移動した場合はホーム画面へ戻ります。 
 

[ご注意] 
ホーム画面では下 5 桁を表示しています。全桁を確認したいときは、生産カウンター設定画面で確認してくださ

い。 
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７-１０. 枚数カウンターの設定変更の仕方 
メモリースイッチ 300 番が ON 設定のとき、枚数カウンターはサイクルプログラム使用時にホーム画面の右上に常時

表示されます。 
サイクルプログラムの全ステップを終了したときにカウンターの値が 1 増えます。 

 

1 枚数カウンター設定画面に入ります。  

<設定メニューから入る場合> 

 

 

 

 

 

キーを押して設定メニューに移動し、「枚数カウン

ター設定」をタッチします。 

<ホーム画面から入る場合> 

 

 

 

 

 

ホーム画面で枚数カウンター をタッチす

ることでも移動することができます。 

2 カウント値を設定します。 

 

 

 

 

 

キーまたは キーをタッチして、カウント値を変

更します。 

 

・ 設定値が未確定の場合は点滅表示となります。 

・ カウント値は[00000]から[99999]まで設定できます。 

・ 設定モード中に キーをタッチすると、変更前の値

に戻ります。さらに長押しをするとカウント値が[00000]
になります。 

3 変更内容を確定します。 
 
 
 
 
 
 
 

キーをタッチして、カウント値を確定します。 
 

・ 値が確定され、画面が設定メニュー画面※へと戻ります。 

・ キーをタッチせずに キーをタッチすると、

変更内容をキャンセルすることができます。 

 

※ ホーム画面から移動した場合はホーム画面へ戻ります。 
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７-１１. 手動縫製（手動モード） 

  注意 
手動縫製中はハンマーが作動しますので、ハンマーのそばに手を置かないようにしてください。 
大けがの原因となります。 

 
手で上軸プーリーを回し、送り台を１針ごとに移動させることができます。スプレダーのタイミング調整を行なうと

きに使用すると便利です。（｢9-10. スプレダーのタイミング調整｣参照） 
 

1 手動モードにします。 

 

 

 

 

 

 

MANUAL キーを押すと手動モードになります。 
 

自動モードでは、縫製プログラム No.(1)、針数お

よび総針数(2)、メス動作(3)、縫製パラメーター(4)
※などが表示されます。 
 
※パラメーターの詳細は「5-3-1. パラメーター一覧表」参照 

2 縫製プログラムを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム変更キー または を押すことで

縫製プログラムを選択することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 布押えの下に縫製物を入れ、布押えスイッチ(5)を押します。 
 
 

布押えが下がります。 
 

 
 

4 スタートスイッチ(6)を押します。 
 

 
送り台が縫製開始位置まで移動します。 
 

[ご注意] 

メス動作が｢先メス｣に設定されている時は、すぐ

に起動せず、再度スタートスイッチを押すとハン

マーが作動しますのでご注意ください。 
 

 

  

(6) 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 
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5 上軸プーリーを手前に回します。 
 
 
 
 
 

・ 上軸に連動して送り台が次の縫製位置に移動します。 

・ 上軸プーリーが半回転する(針棒が 1 回上下する)ごと

に、表示部の残りの針数が 1 針ずつ減ります。 
 
[ご注意] 

上軸プーリーを逆に回すと縫い目が形成されません

ので、逆に回さないでください。 
 

6 [手動縫製を中止して送り台を布セット位置に戻したい場合] 

一時停止スイッチ(7)を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[最終針まで到達してブザーが鳴ったら]  
針棒が針上停止位置にある状態で、スタートスイッチ(6)を押します。 
 
 
 
 
 
 

（送り台が布セット位置に戻るまで押し続けます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（糸切り動作が行なわれ、送り台が布セット位置に戻ります。） 
 

[ご注意] 

メス動作が｢後メス｣に設定されている時は、ハンマーが作動しま

すのでご注意ください。 

 
 

 
 

(6) 
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７-１２. 動作途中での縫製モードの切替え 
自動縫製中、手動縫製中またはテストモードでの動作中に一時停止（または中断）を解除した状態のとき、希望のモ

ードキーを押すことにより自由にモード移行をすることができます。 
 
各キーを押すごとに、縫製モードが図のように切り替わります。 

 
 

 
                                                  テストモード 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        自動モード                                            手動モード 
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８. お手入れ・点検 
  注意 

作業の前に電源スイッチを切ってください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動してけがの原因となります。 
潤滑油を扱うときは、保護めがねや保護手袋等を使用し、目や皮膚に付かないようにしてください。 
炎症を起こす原因となります。 
また潤滑油を飲まないでください。下痢・おう吐することがあります。 
子供の手の届かないところに置いてください。 

 

８-１. 毎日のお手入れ・点検 
このミシンの機能を保持し、末永くご愛用いただくために、お手入れは次のように毎日行なってください。また長い

間使用されていない場合も、下記のお手入れを行なってからミシンを使用してください。 
 

８-１-１. 掃除 
[ご注意] 

ミシン頭部を倒した状態ではエアガンを使用しないでください。ミシン内部に糸くずが付着し、不具合発生の原因

となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 電源スイッチを切ります。 
2. エアーコックを回してエアーを止め、次にボタンを押してエアーを抜きます。 

（｢3-16. 空気圧の調節｣参照） 
3. 布押えプレートを外します。（｢3-19. 布押えプレートの取り付け・取り外し方法｣参照） 
4. 糸道（上糸・下糸・芯糸）の付近に付いた糸くず・ほこり等を取り除きます。 

* 特に、ルーパー付近に付いた糸くず・ほこり等は、毎日欠かさず取り除いてください。 
5. 送り台(1)を手前に動かして、芯ひもソレノイド(2)付近に付いた糸くず・ほこり等を取り除きます。＜-02仕様のみ＞ 
6. ミシン頭部を倒し、ベッド台の糸くず回収ポケット(3)にたまった糸くずを取り除きます。 
 

4530B 0453B 
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８-１-２. エアーフィルターの点検 
1. エアーコック(1)を閉じます。 
2. ボタン(2)を押して、ドレイン内にたまったエアーと水

を取り除きます。 
3. 取り除き終えたら、エアーコック(1)を開きます。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

８-１-３. 針の点検 
縫製前に、針先がつぶれていないか、針が曲がっていない

かを必ず確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4532B 

4531B 

開く 

閉じる 



8. お手入れ・点検 

 

RH-982A 74

８-２. 随時行なっていただくお手入れ・点検 
以下は随時行なっていただくお手入れ・点検について説明します。 
 

８-２-１. 排油 
1. ポリオイラー(1)に油がたまったら、ポリオイラー(1)を

回して取り外し、油を抜いてください。 
2. 排油後、ポリオイラー(1)を元の位置にねじ込みます。 
 
[ご注意] 

廃油は法令に従い、適正に処理してください。 
誤って床などに油をこぼした場合は、確実に拭きと

ってください。 
 
 
 
 
 
 

８-２-２. アイガードの掃除 
アイガードの汚れは、やわらかい布で拭きとってくださ

い。 
[ご注意] 

ベンジン・シンナーなどは絶対に使用しないでくだ

さい。アイガードの変色、形質劣化の原因となりま

す。 
 
 
 
 
 
 

８-２-３. 給油 
「3-20. 給油」を参照して、随時給油を行なってください。 
 

８-２-４. 排水 
1. ミシン頭部を倒します。 
2. コンプレッサーからの空気の状態によってはベッド

台部(1)に水が溜まることがありますので吸い出して

ください。 
 
[ご注意] 

もし水が溜まるようなら、｢8-1-2. エアーフィルタ

ーの点検｣を行なってください。それでもまだ溜まる

場合はエアシリンダーが故障する恐れがありますの

で、オートドレン(市販品)の取り付けをおすすめし

ます。 
 
 

0458B 

4533B 

0460B 
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９. 標準調整 
   注意 

ミシンの保守・点検は、訓練を受けた技術者が行な

ってください。 
電気関係の保守･点検は、お買い求めの販売店また

は電気の専門技術者に依頼してください。 
次の場合には電源スイッチを切り、電源プラグを抜

いてください。 
誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動し

てけがの原因となります。 
・ 点検･調整･修理 
・ ルーパー・メス等の消耗部品の交換 

エアー機器を使用している装置の点検・調整・修

理はエアー供給源のエアーチューブを外し、圧力

計の指針を「0」にしてください。 
電源スイッチやエアーを入れたまま調整を行な

う必要がある場合、安全には十分に注意してくだ

さい。 
安全保護装置を外した場合、必ずもとの位置に取

り付け、正しく機能することを確認してくださ

い。 

 

９-１. スプレダーとルーパーの高さ調整 
スプレダーの高さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     (真上から見た図)                                      （正面から見た図） 
 
 
1. 布押えプレートを取り外します。(｢3-19. 布押えプレートの取り付け・取り外し方法｣参照) 
2. 以下のことを確認します。 

・ スプレダーL(1)がばね(3)によって動作し、スプレダーストップ L (4)と LS ホルダー土台(5)との間で、ガタがな

く滑らかに揺動する。 
・ スプレダーR (2)がばね(3)によって動作し、スプレダーストップ R (6)と LS ホルダー土台(5)との間で、ガタが

なく滑らかに揺動する。 
3. 動きがスムーズでないか、ガタついたりする場合は、止ねじ(7)をゆるめ、スプレダーストップL (4)またはスプレ

ダーストップR (6)を上下させて調整します。 
4. 調整を終えたら、止ねじ(7)をしっかりと締めます。 
 

4534B 
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ルーパーの高さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アイルーパー(8)およびルーパーR(9)の位置が以下の状態になるよう調整してください。 
・ アイルーパー(8)とスプレダーL(1)との間を下糸（ルーパー糸）の太さ<a>分開けます。 
・ ルーパーR(9)とスプレダーR(2)との間のすき間を（接触させないように）できる限り少なくします。 
 

＜調整の仕方＞ 
1. 止ねじ(10)をゆるめ、アイルーパー(8)、ルーパーR(9)をそれぞれ上下させて調整します。 
2. スプレダーL(1)とスプレダーR(2)が、ばね(3)の力でスムーズに作動することを確認します。 
3. 調整を終えたら、止ねじ(10)をしっかりと締めます。 
 

９-２. 針振幅（縫い幅）の調整 
針振幅は 1.5mm～４mm に調整できます。出荷時は 3mm に設定してあります。 
* 針振幅を 3.2mm 以上にする場合は、スロートプレート（オプション部品）を交換してください。 

[ご注意] 
 スロートプレートを交換した時は、以下の項目を再調整してください。 

「9-20. 布押えプレートの位置調整」、「9-21. 布開き量の調整」 
 

1. カバー(1)を回転させて開けます。 
2. ソケットレンチを使用して、針振り調整用ナット(2)を

ゆるめます。 
3. 調整ねじ(3)を小判穴に沿って上下に調整します。 

* 上側に移動させると、針振幅は小さくなります。 
* 下側に移動させると、針振幅は大きくなります。 
* 針振幅2mmと3mmの位置にテーキンが付いてい

ます。テーキンには、調整ねじ(3)の中心を合わせ

てください。 
4. 調整を終えたら、調整用ナット(2)をしっかりと締めて

から、カバー(1)を閉めます。 
 

[ご注意] 
・ 針振幅を大きく変えた時は、以下の項目を再調整して

ください。 
「9-4. 針とルーパーのタイミングの調整」、「9-5. ルー

プストロークの調整」、「9-6. 針棒の高さ調整」、 
「9-7. ルーパーと針の間のすき間調整」、「9-8. 針受け

の調整」、「9-9. スプレダーの取り付け位置調整」、 
「9-10. スプレダーのタイミング調整」 

・ テーキンは針振幅の目安です。正確には針先を紙等に

落として針振幅を測定してください。 
 

 

0483B 

1652B 
1653B 
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９-３. 針振り基線位置の調整 

短い調整針の準備 
紙にごく小さい穴をあけながら針落ちを確認するために、下記のように短い針を準備します。 
 

1. 既存の針の先端部をグラインダー等で削り、針の長さ

を 15mm にします。 
2. 針の先端を研ぎます。 

[ご注意] 
針の先端が針の中心になるように研いでください。 

 
            

 
 
 

 
3. 紙(1)を布押えの下にセットします。 
4. 上軸プーリー(2)を回し、針を最下位置にします。 
5. 針が最下位置にきたとき、針の先端で紙(1)に 0.5mm

程度の穴があくように、針を上下させて針の取り付け

位置を調整します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         
 
 
 

4549B 

0563B 
先端を研ぐ 

約0.5mmの穴
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針振り基線位置の調整 
針振りの基線は針振りの内側です。 
針振り幅を変更しても針振り基線（内針基線）は変更されず、外側の針落ちだけが変更されます。 
 

1. 針棒ギヤ土台(θ)を原点位置にします。 
* ベッド部テーキン(1)とレース土台テーキン(2)を合

わせた位置が、針棒ギヤ土台(θ)の原点位置です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 短い調整針(3)を取り付けます。 

(前ページ｢短い調整針の準備｣参照) 
 
 
 
 
 
 
 
3. 送り台(4)を、手で手前（縫製開始点のあたり）に移動

させます。 
4. 紙(5)を布押えの下にセットします。 

* 動かないように固定してください。 
5. 上軸プーリー(6)を回し、紙(5)に小さい穴があくように

針先端を落とします。 
6. 上軸プーリー(6)を逆に回し、元の位置（針上位置）に

戻します。 
7. 針棒ギヤ土台(針棒)(7)を手で 180°回転させます。 
8. 上軸プーリー(6)を回し、紙(5)に小さい穴があくように

針先端を落とします。 
* 内側の針落ち(A)が一致していない場合は、次ペー

ジの手順 9～12 の調整を行ないます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページに続く） 

0562B 

4536B 

0475B 

4535B 
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<針振り基線位置の調整> 
9. 面板(8)を取り外して、穴ボルト(9)をゆるめます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10. カバー(10)を開けて、止め栓(11)を取り外します。 
11. マイナスドライバーを穴に差し込み、針振り偏心ピン

(12)を回して調整します。 
12. 穴ボルト(9)を締めます。 
13. 内側の針落ちが一致するまで、手順 4～12 を繰り返し

ます。 
14. 調整を終えたら、止め栓(11)、カバー(10)、面板(8)の順

に、元の状態に戻します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4537B 

0434B 
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９-４. 針とルーパーのタイミング調整 
[参考] 

針棒は、上軸プーリーが 1 回転する間に 2 回針落ち運動をします。左側（メス切断側）の針落ち運動を“内振り”、

右側の針落ち運動を“外振り”といいます。また、針棒が最下点より上昇し、左右それぞれのルーパー剣先と針中

心が一致するまでの運動量を“ループストローク”といいます。 
 

左右のループストロークは同じである必要があります。ここでは、左右のループストロークが同じになるようにそれ

ぞれ調整します。 
* この調整をする前に、針振幅（縫い幅）を設定してください。(「9-2. 針振幅（縫い幅）の調整」参照) 
 
 
                                            針棒最下位置       針中心とルーパー剣先が一致した時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                     <a>   =   <a’> 
                                                                                   (内振り時)   (外振り時) 
 
 
 
1. 穴ボルト(1) [2 本]を外して、針棒ガード(2)を取り外します。 
2. 上軸プーリー(3)を回して、針棒を内振りの針棒最下点にセットします。 
3. 針棒先端(4)から針棒メタル押え台(5)上面までの長さを、ノギスを使用して測定します。 
4. 次に上軸プーリー(3)を回して、アイルーパー(6)の剣先と針中心(7)を一致させます。 
5. 手順 3 と同様に、針棒先端(4)から針棒メタル押え台(5)上面までの長さをノギスで測定します。 
6. 手順 5 で得た数値と手順 3 で得た数値の差<a>を算出します。 
7. 手順 2～6 を繰り返し、内振り時と同様に外振り時の数値の差<a’>を算出します。 

* 内振り時はアイルーパー(6)の剣先と針中心(7)が一致し、外振り時はルーパーR (8)の剣先と針中心(7)が一致し

ます。 
 

8. 締ねじ(9)をゆるめます。 
9. <a>寸法と<a’>寸法が同じになるように、LS ホルダー

土台(10)を左右（矢印方向）に調整します。 
10. 調整を終えたら、締ねじ(9)をしっかりと締めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                        (正面図) 
 
 

4538B 

4539B 0488B 
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９-５. ループストロークの調整 
ループストロークの標準値は 2.7mm です。（布地、糸によっては変えた方がよい場合があります。） 
* この調整をする前に「9-4. 針とルーパーのタイミング調整」を行なってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 上軸プーリー(1)を回して、針棒を内振りの針棒最下点にセットします。 
2. この位置で、針棒(2)先端から針棒メタル押え台(3)上面までの長さを、ノギスを使用して測定します。 
3. 上記手順 2 で得た数値に 2.7mm をプラスしてノギスを合わせします。 
4. 上軸プーリー(1)を回し、針棒先端(2)とノギス端面が当たったところ(A)で上軸プーリー(1)を止めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               押し当てる        すき間がないこと 
 
5. ミシン頭部を倒します。 
6. 下軸カム(4)の止ねじ(5) [2 本]をゆるめます。 
7. 上軸プーリー(1)を止めた状態で下軸カム(4)を回して、アイルーパー(6)の剣先と針中心(7)が一致するように調整 

します。 
8. 調整を終えたら、下軸カム(4)をベアリングカラー(8)端面に押し当てて、止ねじ(5) [2 本]をしっかりと締めます。 
 

0489B 

0327B  0491B 4540B 

左へ動く 

右へ動く 
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９-６. 針棒の高さ調整 
針棒高さの標準値は 2.5mm です。（布地、糸によっては変えた方がよい場合があります。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 面板を取り外します。 
2. 上下の針棒抱き(3)の締ねじ(4) [2 本]をゆるめます。 
3. 上軸プーリーを回し、内振り時に、アイルーパー(1)の剣先を針中心(2)上で針穴の上端に合わせます。 
4. アイルーパー(1)の剣先と針穴の上端に合わせた位置から、針棒(5)を 2.5mm 下げます。 
5. 針棒の回転を滑らかにするために、上下の針棒抱き(3)と針棒水平リンク(6)の間にオイルがしみ入る程度のすき間

を空け、ガタのないよう調整します。 
6. 調整を終えたら、締ねじ(4) [2 本]をしっかりと締め、面板を取り付けます。 
 
 
 
 

0450B 0496B 

0497B 

0328B 
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９-７. ルーパーと針の間のすき間調整 
針番手が変わった時は、必ず針とルーパー剣先の間のすき間を確認し、必要に応じて調整してください。この調整は、

内振りと外振りの両方で行なってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               (内振り)                        (外振り) 
 
上軸プーリー(1)を回して左右各ルーパー剣先(2)を針中心に一致させたとき、針とルーパー剣先(2)の間のすき間が

0.01～0.08mm になるように、止ねじ(3)をゆるめて調整します。 
* このすき間は、レース土台全体の回転中（360°間）、一定にする必要があります。もし一定でない場合は、針棒回

転中心を調整します。（針棒回転中心は出荷時に調整済みです。） 
* この調整をした場合は、「9-9．スプレダーの取り付け位置調整」も併せて行なってください。 
 

９-８. 針受けの調整 
針番手が変わった時は必ず針受けの位置を確認し、必要に応じて調整してください。この調整は、内振りと外振りの

両方で行なってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            (内振り)     (外振り) 

 
 
上軸プーリー(1)を回して左右各ルーパー剣先(2)を針中心に一致させたとき、針受け(3)が針(4)と接するように締ねじ

(5)をゆるめて調整します。 
[ご注意] 

必要以上に針を受けすぎると針に負担がかかり、針折れなどの原因となります。逆に、針を受けていないとルーパ

ー剣先が針と干渉し、目飛びの原因となります。 
 

0493B 0492B 

0499B 

0.01～0.08mm 

0498B 
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９-９. スプレダーの取り付け位置調整 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. スプレダーL(1)先端の U 字部とアイルーパー(2)の下糸案内穴(3)の位置関係が図のとおりになるように、止ねじ(4)

をゆるめて、スプレダーストップ L (5)を調整します。 
2. 調整を終えたら、止ねじ(4)を締め付けます。 
3. スプレダーR (6)の剣先とルーパーR(7)の剣先の上端がそろうように、止ねじ(8)をゆるめて、スプレダーストップ

R (9)を調整します。 
4. 調整を終えたら、止ねじ(8)を締め付けます。 
 
[ご注意] 

スプレダーL (1)・スプレダーR (6)が、それぞれアイルーパー(2)・ルーパーR (7)より上にはみでないようにしてく

ださい。目飛び、針折れの原因となります。 
 

0494B 
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９-１０. スプレダーのタイミング調整 
針棒が最下点に到達する直前に、スプレダーR (1) (内振り時)およびスプレダーL (2) (外振り時)が、それぞれスプレダ

ーストップ(3)、(4)に当たり停止していなければなりません。 
* 手動モードで行なうと調整がし易くなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. ミシンを倒します。 
2. 締ねじ(5) [2 本]をゆるめ、次に止ねじ(6)をゆるめます。 
3. 偏心ピン(7)を回して調整します。 
4. 調整後は、止ねじ(6)、締ねじ(5) [2 本]の順に締め付けます。 
 
[ご注意] 

スプレダーR (1)、L (2)が針と干渉し合わないようにしてください。 
 

4541B 0500B 
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９-１１. スロートプレートの高さ調整 
 
 
                                                                  <-00、-01 仕様> 
 
 
 
 
                                                                   <-02 仕様> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            (正面から見た図) 
 
 
                                                                                 (右斜め上から見た図) 
 
1. 右側の布押えプレート(1)を取り外します。 
2. レース土台(2)を回して、図の向きにします。 
3. 締ねじ(3)をゆるめて、締ねじ(4)を回すのにじゃまにならない位置まで芯糸案内 C (5)を動かします。 
4. 締ねじ(4)を約 10 度回してゆるめます。 
5. 止ねじ(6)をゆるめます。 
6. 上下ピン(7)を回して、スロートプレート(8)の高さを以下のように調整します。 
 <-00、-01 仕様の場合> 
 スロートプレート(8)上面と針板(9)上面が同じ高さになるように調整します。 
 <-02 仕様の場合> 
 スロートプレート(8)上面が、針板(9)上面より 0.4～0.6mm 低い位置になるように調整します。 
 [ご注意]  

・ スロートプレート(8)の位置が高いと、移動刃と干渉し合い傷つく可能性があります。 
・ スロートプレート(8)を上から少し押さえながら調整してください。スロートプレート(8)が浮いた状態で調整を

行なうと、適正な結果が得られません。 
7. 調整を終えたら、ゆるめたねじや、動かした部品を元の状態に戻します。 
 
 
 

0561B 0560B 
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９-１２. メス切断長さの変更（ハンマー交換） 
メス切断長さはハンマーの長さによって決まります。メス切断長さを変更する場合は、ハンマーを修正、または交換

してください。 
 
 
      <-00、-01、-02-L2634、L3442 仕様>                        <-02-L1422、L1826、L2230 仕様> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. つまみねじ(1)をゆるめ、ハンマー(2)を取り外します。 
2. [ハンマーを修正する場合（図 A 参照）] 

メス切断長さ＋1.5mm=<a>となるように<b>部をグラインダーで削り、ハンマーを修正します。 
3. [ハンマーを取り付けるには] 

ハンマーを位置決めピン(3) (またはハンマースペーサー(4))に押し当てて、つまみねじ(1)を締め付けます。 
 
[ご注意] 

今まで使用していたメスとは異なる番号のメスに交換した場合は、ハンマーも併せて交換してください。同じハン

マーで 2 種類以上のメスを使用すると、ハンマーに異なった刃跡が付くため、正確に布を切断できなくなったり、

メスの破損の原因となります。 
 

A 

0463B 
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９-１３. ハンマーのメス受け面の調整 
<調整の手順> 
1. ハンマーを取り外します。（取り外し方については前

ページ参照） 
2. ハンマーのメス受け面を確認します。左図を参照し、

メス受け面が(b)～(d)状態の場合は、メス受け面に均

一にメス跡が残るようにメス受け面を修正します。 
(a) 正しいメス跡 
(b) メス跡が深い溝跡になっている 
(c) 異なるメスに使用したためメス跡が二重になって

いる 
(d) メス跡が全体に付かず一部しか付いていない 

3. ハンマーが正確に修正されているにもかかわらず、布

が正確に切断されていない場合は、メス刃先の摩耗状

態も併せてチェックします。 
* メスは交換してください。 
* メスを交換した場合は、古いハンマーを使用しな

いでください。メス刃先の破損を生じる場合があ

ります。 
 

９-１３-１. ハンマーのメス受け面の修正方法 
布を正確に切断するためには、カット圧力をハンマー全

体に均一に加える必要があります。メスの刃跡が均一に

なるようにハンマーのメス受け面を修正します。 
* ハンマーは、高さが残り 20mm になるまで修正する

ことができます。 
* 修正には工具（平ヤスリ）をお使いください。 
 
メス跡が二重または部分的についたハンマーの修正 
1. ハンマーをバイス（万力）にはさんで固定します。 
2. 細目の平ヤスリでメス跡が消えるまで削ります。 
 
メス跡が深くついたハンマーの修正 
1. ハンマーをバイス（万力）にはさんで固定します。 
2. 細目の平ヤスリでメス跡が均一で浅いすじ状になる

まで削ります。 
 
* 修正を終えたら、ハンマーを取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0504B 
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９-１３-２. メスとハンマーのかみ合わせ調整 
ハンマーのメス受け面をマジックなどで塗ると、メス跡が見やすくなります。 
1. ハンマーを 3 回作動させてメス跡を付けます。 
2. メス跡が均一に付いていなければ、ハンマーを修正します。（修正方法については前ページ参照） 
3. メス跡が均一に付くまで手順 1～2 を繰り返します。 
 

<薄い紙などを使用してのかみ合わせ調整方法> 
以下の方法でかみ合わせを調整することもできます。 
1. 締ねじ(1) [4 本]をゆるめます。 
2. ハンマー取り付け台(2)とカッター作動軸(3)の間にで

きたすき間 A、B のどちらかに薄い紙などを入れて調

整します。 
3. 締ねじ(1) [4 本]を締め付けます。 

* 締ねじは、ハンマー取り付け台(2)を図の矢印 C 方

向に押しながら上方 D に強く押し付け、ハンマー

取り付け台(2)とカッター作動軸(3)の間にすき間が

ない状態にしてから締め付けます。 
(この操作により、ハンマー取り付け台(2)のピン(4)
がカッター作動軸(3)の穴側面に押し当てられ確実

に位置決めされます。) 
 
 
 
 
 
 
 

９-１４. ハンマーの回転ガタ調整 
ハンマーの回転方向ガタが大きいときは以下の調整をし

ます。 
1. ナット(1) [2 個]をゆるめます。 
2. 締ねじ(2) [2 本]を少し締め込みガタを確認しながら調

整します。 
3. ハンマー取り付け台(3)を手で押し下げたとき、内蔵の

戻しバネ(4)により確実に戻ることを確認します。 
* 確実に戻らないと、押えなどと干渉し合い破損す

る場合があります。 
4. 調整を終えたら、ナット(1) [2 個]を締め付けます。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

0464B 
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９-１５. カッター作動軸と作動軸押えを一体にして駆動させる方法 
生地に開いた鳩目穴に合わせて再縫製する場合に、ハンマー取り付け台(1)を手で押し下げて位置合わせができるよう

に、カッター作動軸(2)と作動軸押え(3)が戻しバネ(4)で連結されています。この戻しバネ(4)が破損したとき、または

カッターの戻り速度を早くしたい場合、カッター作動軸(2)と作動軸押え(3)を一体にして駆動させることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. コック(5)を矢印方向に回して閉じ、エアーの供給を止めます。 
2. ボタン(6)を押してエアーを抜きます。 

[ご注意]  
エアーが抜けると、自重でハンマーが下がることがあります。 

3. 上蓋(7)と面板(8)を取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. シリンダーロッド(9)を押し下げ、カッター作動軸(2)のねじ部(A)を面板内の(B)部に合わせます。 
5. 市販の止めねじ(10) [M6、長さ 6mm 以下のもの]を使用して、(A)部と(B)部に締め込み固定します。 

* 止めねじ(10)は確実に締め付けてください。止めねじがゆるんだりカッター作動軸(2)表面から飛び出していると

破損の原因になります。 
6. 面板(8)と上蓋(7)を取り付け、コック(5)を開けてエアーの供給を再開します。 

4543B 

0472B 0473B 

4542B 

閉じる 

開く 
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９-１６. メス交換の仕方と位置調整 

９-１６-１. メス交換の仕方 

  注意 
プログラムで設定したものと異なる番号のメスやハンマーを取り付けてミシンを起動しないでください。 
部品や針が破損し、けがの原因となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  <-00、-01、-02-L2634、L3442 仕様>           <-02-L1422、L1826、L2230 仕様> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. ブロックストッパー板(1)とメス(2)の間にすき間がないことを確認した後、穴ボルト(3)をゆるめ、メスを取り外し

ます。 
2. 新たに取り付けるメスをブロックストッパー板(1)に押し当て、穴ボルト(3)を締め付けます。 
 
[ご注意] 
・ メスを交換したときは、パラメーター設定で、メスの片側に記されているメス番号(4)に対応するメス形状に変更

してください。（｢5-3. プログラムの設定方法｣参照） 
・ メスとハンマーはセットで使用してください。同じハンマーで 2 種類以上のメスを使用すると、ハンマーに異な

った刃跡が付くため、正確に布を切断できなくなったり、メスの破損の原因となります。 
 

0466B 0468B 

0467B 
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９-１６-２. メス位置の微調整 
メスの位置を、内側の針落ちと鳩目部分の周りを正確にカットするように調整します。 
* この調整を行なう前に、｢9-3. 針振基線位置の調整｣が確実に終わっていることを確認してください。 
* メス位置は、前後、傾きをそれぞれ独立して調整可能です。 
 

<調整の手順> 
1. 短い調整針(1)を取り付けます。 

(短い調整針(1)については｢9-3. 針振り基線位置の調

整｣参照) 
2. テーブル裏面のハンマー圧力調整用レギュレーター

のエアー圧力を 0.2MPa 程度に設定します。(｢9-17. 
カット圧力の調整｣参照) 
* これは、メス位置調整時にハンマーに何重もメス

跡が付かないようにするためと、針落ち確認用の

紙が切れてしまわないようにするためです。 
3. 操作パネルのメス切替キー(2)を押して“後メス”に設

定します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
4. 紙(3)を布押えの下にセットします。 
5. ミシンをスタートさせ、鳩目穴の針落ちを描きます。 
6. 鳩目穴の針落ちとメスカット位置が均一に重なって

いることを確認します。 
* パラメーター設定でメススペースの値(A)を 0 に設

定すると確認がしやすくなります。(｢5-3. プログ

ラムの設定方法｣参照) 
7. 均一になっていない場合は、電源を切り、手順 8～13

の調整を行ないます。 
* 調整を終えたら、手順 4～6 を繰り返して確認し、

再度調整が必要な場合は手順 7 を繰り返します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページに続く） 
 

0431B 

0555B 

0417B 

15mm 
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<前後方向の位置調整> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                <-00、-01、-02-L2634、L3442 仕様>           <-02-L1422、L1826、L2230 仕様> 
 
8. 穴ボルト(4)と締ねじ(5)をゆるめて、メス位置を前後方向に調整します。 
9. メス位置を決めたら、穴ボルト(4)をしっかりと締めます。 
10. ブロックストッパー板(6)をメスに押し当て、締ねじ(5)を締め付けます。 

* ブロックストッパー板(6)の位置が現在のメス位置を示す目安となりますので、必ずブロックストッパー板(6)を
メスに押し当ててください。 

 
<傾き調整> 
11. 穴ボルト(7)、(8)、(9)をゆるめます。 
12. 偏心ピン(10)を回して調整します。 

* ピボット(11)を中心に回転させて微調整します。 
13. 調整を終えたら、穴ボルト(9)、(8)、(7)の順に締め付け

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                (メス土台を真上から見た図) 
 

0557B 

0556B 

0558B 
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[参考]：鳩目部の針落ちとメス形状の関係 
｢先メス｣と｢後メス｣を切り替えると、メス形状に対して

内側の針落ちが図のように自動的に変更されます。 
 

 メス形状 
a×b 

針落ち c×d 
メス 
No. 先メス 後メス 

1 2.1×3.2 1.7×2.7 2.5×3.8 
2 2.8×4.3 2.4×3.9 3.2×4.9 
3 3.0×4.6 2.6×4.1 3.4×5.2 
4 3.2×5.4 2.8×4.9 3.6×6.0 
5 ストレート ストレート ストレート 
6 3.8×4.3 3.4×3.8 4.2×4.9 

 
* メス無し時の針落ちは、初期設定では先メスと同じで

す。パラメーターの設定変更により、後メスと同じ針

落ちにすることもできます。（「5-3-1. パラメーター一

覧表」“33”参照） 
 
 
 

               先メス                  後メス 
 
 

９-１７. カット圧力の調整 
カット圧力は縫製物が切断できる最低圧力に設定します。 
* 0.1MPa～0.6MPa の間で設定してください。 (出荷時

は 0.4MPa になっています。) 
 
<調整の仕方> 
テーブル裏面に取り付けられたハンマー圧力調整用レギ

ュレーターのつまみ(1)を回して、エアー圧力を調整しま

す。 
 
[ご注意] 
・ カット圧力を必要以上に上げないでください。ハンマ

ーの摩耗、メスの破損等の原因になります。 
・ 素材に切り残りが出る場合でも、カット圧力をむやみ

に上げないでください。 
メスとハンマーのかみ合わせをチェックしてくださ

い。(「9-13-2. メスとハンマーのかみ合わせ調整」参

照) 
 
 
 
 

4544B 

メス形状 a×b 

針落ち c×d 

0559B 
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９-１８. 布押え上昇量の調整 
布押え上昇量<a>を以下の値に調整してください。 

<-00，-01 仕様>: 12mm 
<-02 仕様>: 16 mm 

* 布押え上昇量<a>は、クランクレバーB (1)とクランプレバー (2)のガタを含めた値です。 
* 調整は、左右の布押えに対しそれぞれ行なってください。(下記は、右側の布押え上昇量の調整方法を説明したも

のです。) 
 

1. 締ねじ(3) [2 本]を外して、送り台カバーU(4)を取り外

します。 
2. 締ねじ(5) [6 本]と段ねじ(6)を外して、右側の送り台カ

バーR(7)を取り外します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                            (右真横から見た図) 
 

3. 布押え R(8)の支点部分と針板(9)との間に 12mm または 16mm のブロック、またはゲージ(10)を挿入します。 
4. 押え駆動レバー(11)の締ねじ(12)をゆるめます。 
5. 図のようにクランクレバーB(1)の先端部(13)がクランプレバーR(2)の末端部分に押し当たるよう、(B)部を上に押

し上げます。 
6. 手順 5 の状態を保ったまま、締ねじ(12)を締め付けます。 

[ご注意] 
布押え R (8)が確実にブロックまたはゲージ(10)を押さえつけていることを確認してください。 

7. 右側の送り台カバーR(7)と送り台カバーU(4)を取り付けます。 
* 左側の布押え上昇量も同様に調整してください。 

0509B 

4545B 
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９-１９. 布押えの位置調整 
針板に対する布押えの位置を、前後および左右方向に調整します。 
* 左右の布押えの位置が針落ちに対して均等の間隔になるように、それぞれ調整してください。(下記は、右側の布

押え位置の調整方法を説明したものです。) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   （右真横から見た図） 
 
 

<前後方向> 
1. 穴ボルト(1)をゆるめて、クランプアーム(2)の前後位置を調整します。 
2. 次に布押え R (3)の側面が、針板(4)の側面に対して平行になるように調整します。 
3. 調整を終えたら、穴ボルト(1)を締め付けます。 
 
<左右方向> 
1. 止ねじ(5) [2 本]をゆるめてクランプレバー(6)の左右位置を調整します。 
2. 調整を終えたら、止ねじ(5) [2 本]を締め付けます。 
 
* 左側の布押え位置も同様に調整してください。 
 
 
 

0511B
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９-２０. 布押えプレートの位置調整 
縫製時にスロートプレート(1)と針板(2)が当たらないように、布押えプレート(3)の位置を調整します。 
標準設定は、スロートプレート(1)と針板(2)の間の空きが 0.9ｍｍ（メススペースが“0.2”の時）です。  
* 調整は、左右の布押えプレートに対してそれぞれ行なってください。(下記は、右側の布押えプレート(3)の位置調

整方法を説明したものです。) 
* 調整は、布押えプレート(3)を取り付けた状態で行なってください。 
 

1. パラメーターの設定でメススペースの値を 0.2 に設定

します。（｢5-3. プログラムの設定方法｣参照） 
* メススペースアイコン(4)を押せば、次に＋/－キー

(5)を押すだけで設定値を変えることができます。 
2. TEST キー(6) を押してテストモードに入り、テスト

動作を開始します。（｢5-4. テストモードによる縫い模

様の確認｣参照） 
3. スタートスイッチ(7)を押し続けて、送り台が縫い目形

状の直線部を縫う位置まで動いたら、スタートスイッ

チ(7)を離します。 
 
 
 
 
                                                                                           直線部 

(2 連ペダル使用 
の場合) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                       
 
                                                                        
 
 
 
 
                                                                           
 
 
4. スロートプレート(1)と針板 R(2)の間が 0.9mm 空いていることを確認します。 
5. 0.9mm になっていない場合は、ナット(8)をゆるめ、次にボルト(9)を回して調整します。 
6. 調整を終えたら、ナット(8)を締め付けます。 
7. 一時停止スイッチ(10)を押し、次に原点移動キー(11)を押してテスト動作を終了します。 
* スロートプレート(1)と針板 L の間隔も同様に調整してください。 

4552B 

(正面から見た図) (真上から見た図) 

間隔狭く 
間隔広く 

0462B 0513B 

(5) 

(4) 

(6) 

(11) 
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９-２１. 布開き量の調整 
布押えプレート(1)の開き量が左右均等になるように調整します。 
* 布開き量は、通常片側 0.8mm 以上にしてください。 
 

<布開き量の測定方法> 
1. TEST キー(2)を押してテストモードに入り、テスト動

作を開始します。（｢5-4. テストモードによる縫い模様

の確認｣参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2 連ペダル使用 
の場合) 

2. スタートスイッチ(3)を踏みます。 
* 送り台が移動し、布押えプレート(1)がそれぞれ左

右に開くことを確認します。この開き量を<a>とし

ます。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                             布開き量＝<b>－<a> 
 
3. ノギスで<a>（左右とも）を測定します。 
4. ミシンの電源を切ります。 
  * <a>の間隔が広くなります。この開き量を<b>とします。 
5. 押えを下げてノギスで<b>（左右とも）を測定します。 
（布開き量＝<b>－<a>） 

6. 左右それぞれの布開き量を計算します。 
7. 左右の布開き量が均等でなく、また片側の布開き量が 0.8mm に満たない場合は調整します。（次ページ参照） 

0515B 

0517B 

0516B 

(2) 
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<布開き量の調整方法> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8. 締ねじ(4)をゆるめます。 
9. 送り台側面の切欠きからドライバーを入れ、調整ねじ(5)を回して調整します。 
10. 締ねじ(4)を締め付けてから、もう一度開き量を測定します。 
11. 左右の布開き量が均等になるまで、手順 2～10 を繰り返します。 
 

９-２２. 上糸繰り出し量の調整 
縫い始めに確実な縫い目を形成するためには、上糸繰り出しによって、必要な上糸量を確保する必要があります。 
[参考] 

糸取りレバー(1)は縫い終わりと同時に作動し、スタートスイッチが押されて送り台が空送りされると同時に解除

されます。 
 
 
 
 
 
 
                                        多くなる 
 
                                     少なくなる 
 
 
 
 
 
 
1. 締ねじ(2)をゆるめます。 
2. 糸取りレバー(1)を上下させて上糸繰り出し量を調整します。 
3. 調整を終えたら、締ねじ(2)をしっかりと締めます。 
 
 
 
 
 
 

0477B 

4547B 
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９-２３. 下糸繰り出し量の調整 <-01 仕様のみ> 
第 1 針目で縫製が確実に行なわれるためには、下糸が糸つかみから引き抜かれず、さらに第 1 針目の上糸がアイルー

パーによってすくわれてからスプレダーL が開き終わるまでの間、下糸に張力がかかっていることが必要です。 
 

1. 自動縫製終了後、手動モードに切り替えてスタートス

イッチを押します。(｢7-11. 手動縫製 (手動モード)｣参
照) 

2. 上軸プーリーを回して、下糸の状態を確認します。 
 
<調整が必要な場合> 
3. 電源を切り、ミシン頭部を倒します。 
4. 締ねじ(1) [2 本]をゆるめて、下糸案内 C(2)を矢印方向

に調整します。 
* 右に動かすと下糸繰り出し量が多くなり、左に動

かすと少なくなります。 
5. 調整を終えたら、締ねじ(1) [2 本]をしっかりと締めま

す。 
 
 
 
 
 

      少なくなる              多くなる 
 
 

９-２４. 上移動刃の交換と調整の仕方 

９-２４-１. 上移動刃の交換 
 

1. 締ねじ(1)を外して上移動刃(2)を取り外します。 
2. 新しい上移動刃を締ねじ(1)で取り付けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
          <-00、-01 仕様>              <-02 仕様> 
 
 
 
 
 
 

0401B 

0399B 
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９-２４-２. 上移動刃の調整 
上移動刃(1)はアイルーパー (2)の手前側にある上糸を 1 本だけ切断するように調整されています。もし上糸ループを

2 本(手前と奥)とも切断すると、上糸残りが短くなり、縫い始めに目飛びが発生してしまいます。 
* 手動モードでこの調整を行なうと、上糸切り動作をステップごとに確認することができるため便利です。 
 

1. 上軸プーリーを回して、針を外振り最下点にセットし

ます。 
2. 締ねじ(3)をゆるめて、上移動刃(1)先端と針の間の空き

<a>を 0.1～0.4mm に調整します。 
3. 上軸プーリーを回して、針を外振り最上点（針停止位

置）にセットします。 
4. 締ねじ(4)をゆるめて、上移動刃(1)をスロートプレート

(5)とスプレダーL(6)の間に、どちらにも触れずに位置

するよう調整します。 
5. 上移動刃(1)を手で左右に動かし、スロートプレート(5)

とスプレダーL(6)のどちらにも触れないことを確認し

ます。 
6. 調整を終えたら、締ねじ(4)、(3)の順に締めつけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
[参考]：上糸が切断されるタイミング 

 

<-00、-01 仕様> 
上移動刃(1)が元の位置に戻るとき、A 位置で上糸が切断

されます。 
<-02 仕様> 
上移動刃(1)が動き出したとき、B 位置で上糸が切断され

ます。 
 
 
 
 
       <-00、-01 仕様>          <-02 仕様> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0403B 

(右真横から見た図) 

0565B 
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９-２４-３. 糸切りレバー土台の位置調整 
針振り幅が最大で外振り時に、針が上移動刃と干渉し合うことのない位置に調整する必要があります。 
 

1. ナット(1)をゆるめます。 
2. 締ねじ(2)を回して、図の<a>が 12mm になるように調

整します。 
3. レース土台(3)を回転させて、糸切りレバー土台(4)が糸

切り用ハンマー(5)の下に、他と干渉し合うことなく入

り込むことを確認します。 
4. 調整を終えたら、ナット(1)をしっかりと締めます。 

 
 
 
 
                    (正面から見た図) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0545B 

0546B 
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９-２５. 移動刃と固定刃の交換と調整 (下糸・芯糸用) <-01 仕様> 

９-２５-１. 移動刃と固定刃の交換 
1. 締ねじ(1) [2 本]を外して、布押えプレート U(2)を取り

外します。 
 
<移動刃の交換> 
2. 締ねじ(3) [3 本]を外して、移動刃(4)を取り外します。 
3. 新しい移動刃を取り付けて、締ねじ(3) [3 本]を締め付

けます。 
 
<固定刃の交換> 
4. 締ねじ(5) [2 本]を外して、固定刃(6)を取り外します。 
5. 新しい固定刃(6)、固定刃押えバネ(7)、固定刃押えバネ

Ｕ(8)、糸案内板(9)の順に重ねて、締ねじ(5) [2 本]を締

め付けます。 
 
* 交換後に、｢9-25-2. 刃圧の調整｣から｢9-25-5. 糸さば

きの調整｣までの調整を行なってください。調整を終

えたら、布押えプレート U(2)を取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0519B 

0520B 
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９-２５-２. 刃圧の調整 
糸を安定して切断できるように適切な刃圧に調整します。 
[ご注意] 

過度の刃圧をかけないようにしてください。固定刃、移動刃の異常摩耗および破損を引き起こします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 糸切り腕(1)を矢印[A]方向にいっぱいまで押します。 
2. 締ねじ(2) [2 本]をゆるめます。 
3. 糸切り腕(1)をいっぱいまで押した状態で、固定刃(3)の先端と移動刃(4)が最初に接触する位置がマーク(5)の真上に

なるように、固定刃取付台(6)を案内溝に沿って矢印[B]方向に調整します。 
4. 調整を終えたら、締ねじ(2) [2 本]をしっかりと締めます。 
 

９-２５-３. 噛合わせ量の調整 
1. 糸切りリンクレバー(1)を、ねじ(2)に当たるまで矢印方

向に回転させます。 
2. 穴ボルト(3)をゆるめます。 
3. 移動刃(4)上のテーキン(5)の真上に固定刃(6)の先端が

くるように、糸切り腕(7)の位置を調整します。 
4. 調整を終えたら、穴ボルト(3)をしっかりと締めます。 
 
[ご注意] 
・ 穴ボルト(3)を締め付ける時、糸切りレバー腕(8)と糸切

り腕(7)が、ガタがなくスムーズに回るように調整して

ください。 
・ 噛み合わせ量が少なすぎると下糸つかみ不良が発生

し、縫い始めの糸抜けの原因になります。 
 
 
 
 
 
 

0522B 

0521B 
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９-２５-４. 糸つかみ組とオープナーの調整 
下糸は糸つかみ D(1)の中に、芯糸は糸つかみ U(2)の中に確実に入り込む必要があります。そのために糸つかみ組(3)
を適正な位置に取り付け、糸つかみオープナー(4)が適正に作動することを確認してください。 
[ご注意] 

縫製開始時、下糸は糸つかみ D(1)に確実につかまれている必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  (糸つかみ組(3)と糸さばき(7)をA 位置から見た側面図) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 締ねじ(5) [2 本]をゆるめ、図の破線[A]に沿って糸つかみ組(3)の位置を矢印[B]方向に調整します。 

* 糸切り腕(6)を矢印[C]方向に回転させた時、糸つかみ組(3)と糸さばき(7)が当たらずに、間隔<a>ができるだけ

狭くなるように調整してください。 
[ご注意] 

・ 間隔<a>が広すぎると下糸つかみ不良が発生し、縫い始めの糸抜けの原因になります。 
・ 糸つかみ組(3)が斜めに取り付けられた場合、糸つかみD(1)がスロートプレートに当たって開かれなくなり、下

糸つかみ不良が発生して縫い始めの糸抜けの原因になります。 
 
 
 
 

0523B 
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2. 下糸は糸つかみ M(8)上の突起部(9)を乗り越えて確実

につかまれている必要があります。そのために下記(a)、
(b)、(c)の動作が確実に行なわれていることを確認して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 糸つかみ D(1)は、糸つかみオープナー(4)が糸つか

みオープナーピン(10)を押し下げることによって、

0.3 mm 以上開かれる。 
 
 
 
 
 
 
(b)糸が切断される直前に糸つかみ D(1)が閉じている。 
 
 
 

0.3mm 
以上 

 
 
 
 
(c) 糸切断後に糸切り腕(6)が戻る時、糸つかみオープ

ナー(4)は糸つかみオープナーピン(10)を乗り越え

ずによけながら戻るため、糸つかみ D(1)は開かれ

ない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 調整と確認を終えたら、締ねじ(5) [2 本]をしっかりと

締めます。 
 

0552B 

0553B 

0554B 
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９-２５-５. 糸さばきの調整 
下糸と芯糸は糸さばき(1)によって確実に分けられて案内され、下糸は糸つかみ D (2)の中へ、芯糸は糸つかみU (3)の
中へスムーズに入り込む必要があります。 
[参考]:糸さばきの原理 

糸切り腕が作動する時、スロートプレート(4)が 45°回転しています。これにより芯糸がスロートプレート(4)の凸

部(5)に乗り上げるため下糸と芯糸に高低差ができ、最終針との間に三角形状(A)が出来上がります。この三角形状

(A)の間に糸さばき(1)が入り込み、下糸と芯糸を分けます。 
 
                                                   
                                                                 芯糸                   下糸 
                                    芯糸 
                                        布 
 

 
 
 
                                   下糸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        下糸 
 

                        芯糸 
 
 

                                      芯糸 
 
                                      下糸 
 
 
 
 
<調整の仕方> 
* 手動モードでこの調整を行なうと、下糸切り動作をステップごとに確認することができるため便利です。 
1. パラメーター設定で縫い目ピッチを 2.0 mm にして総針数を少なくします。（｢5-3. プログラムの設定方法｣参照） 
2. 手動モードでスタートスイッチを踏んだ後、上軸プーリーを回して最終針まで手回しで縫製します。 

(｢7-11. 手動縫製 (手動モード)｣参照) 
3. 針が針上停止位置にある状態で、スタートスイッチを 1 回ずつ踏みます。 

* 糸切り動作が 1 ステップずつ動作します。 
4. 皿ねじ(6)と締ねじ(7)をゆるめ、皿ねじ(6)をピボットとして糸さばき(1)を回転させて調整します。 
5. 調整を終えたら、皿ねじ(6)と締ねじ(7)をしっかりと締めます。 
 
[ご注意] 

スロートプレート(4)の高さを変更した場合は、最終針－下糸－芯糸間の三角形状(A)が変化するため、糸さばき(1)
の調整を行なってください。 

0525B 
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９-２６. 移動刃と固定刃の交換と調整 (下糸・芯糸用) <-02 仕様> 

９-２６-１. 移動刃と固定刃の交換 
1. 締ねじ(1) [2 本]を外して、布押えプレート U(2)を取り

外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. ナット(3)を外します。 
3. 段ねじ(4)を外して、移動刃Ｌ(5)と移動刃Ｒ(6)を取り

外します。 
4. 新しい移動刃を取付けて、段ねじ(4)を取付けます。 
5. 刃圧を調整（下記参照）してから、ナット(3)を締め付

けます。 
6. 布押えプレート U(2)を取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 

９-２６-２. 刃圧の調整 
最小圧力で確実に糸切りが行なわれるように調整します。 
 
1. ナット(1)をゆるめます。 
2. 段ねじ(2)を回して刃圧を調整します。 

[ご注意] 

段ねじ(2)をいっぱいに締め込むと移動刃が作動し

なくなります。段ねじ(2)を徐々に戻していき、移

動刃がスムーズに回る位置に調整します。 
3. 調整を終えたら、ナット(1)をしっかりと締めます。 
 
 
 
 
 
 

0527B 

0526B 
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９-２６-３. 移動刃組付け位置の調整 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                             (真上から見た図) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                            (B 位置から見た側面図) 
         
 
 
1. 布押えプレート U を取り外します。（｢9-26-1. 移動刃と固定刃の交換｣参照） 
2. 締ねじ(1)をゆるめます。 
3. 移動刃 R(3)の刃先[A]と針板(2)の角部[C]が一致するように、移動刃駆動板(4)を回転させます。 
4. 糸切りリンクレバーJ組(5)がねじ(6)に当たるように糸切りレバー腕B(7)を回転させて、締ねじ(1)を締め付けます。 
5. 調整を終えたら、布押えプレート U を取り付けます。 
 
[ご注意] 

移動刃駆動板(4)と糸切りレバー腕 B(7)が、ガタがなくスムーズに回転することを確認してください。 
 
 

0528B 

(裏側から見た図) 
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９-２６-４. 補助押え位置の調整 
下糸、芯糸切りは、布押えが上昇するタイミングで作動します。補助押えは、糸切り作動中に縫製物が移動しないよ

う糸切り長さを安定させるために付けられています。 
 

1. 穴ボルト(1)をゆるめます。 
2. ボタン押え(2)が針板(3)の上にくるように、縫製物に合

わせて補助押え腕(4)の取付け位置を調整します。 
3. 調整を終えたら、穴ボルト(1)をしっかりと締めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0530B 
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９-２７. 芯糸残り量の調整 <-02 仕様のみ> 
芯糸は、縫い始め時に最初の 2～3 針の絡みによって布地に押しつけられ、順次引き出されていきます。そのため、送

り台が縫製位置にある時に芯糸に強い張力がかかっていたり、芯糸残り量 (下図<a>) が非常に短いと、芯糸が縫い目

から抜けてしまうことがあります。 
ここでは、芯糸が縫い始め時に確実に縫い目に巻き込まれ、その上縫い目からの飛び出し量ができるだけ短くなるよ

うに調整します。 
 

[参考]：芯糸引きの原理 

芯糸引きは、芯糸切断後、レース土台(1)が 180°回転時から 0°に戻るときに、芯糸案内 C-J(2)が芯糸を引っ張る

ことで行なわれます。 
 

芯糸残り量の調整は以下の場合に必要です。 
・ 縫い長さを変えた時（芯糸は送り台原点で切断されるため、<b>の長さが変わります。従って芯糸残り量<a>が

変わります。） 
・ 芯糸の種類、芯糸テンション等を変えたとき（芯糸残り量<a>が変わります。） 

 
                                                 芯糸が切断される 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       レース土台が 180°回転時                                 レース土台が 0°に戻った時 
 
                                                 (真上から見た図) 
 

<調整の仕方> 
1. 締ねじ(3)をゆるめます。 
2. 芯糸案内 J (4)を矢印 [A]方向に動かして、縫い始めの

芯糸が縫い目から 2～4mm 出るように調整します。 
3. 調整を終えたら、締ねじ(3)をしっかりと締めます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
   縫い終わりの芯糸残り量は糸切りによって一定です。 
 

0547B 

0548B 
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９-２８. 下糸押えの位置調整 <-02 仕様のみ> 
下糸押え(1)が確実に下糸をつかむように調整します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  (正面から見た図) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         (真上から見た図)                                       (右真横から見た図) 
 
1. スロートプレート(2)の糸溝部上面(3)から、下糸押え(1)の上面が約 0.5mm とび出るように、締ねじ(4)をゆるめて

上下に調整します。 
2. 下糸押え(1)がスロートプレート(2)前面の溝をふさいでいないことを確認します。 

* ふさいでいる場合は、ナット(5)をゆるめた後、締ねじ(6)を回して調整します。 
3. 糸切りレバー土台 B (7)が作動した状態で、スロートプレート(2)前面と下糸押え(1)が 0.5～1.0mm 重なることを

確認します。 
* 調整が必要な場合は、下糸押え台(8)を取り外して、ナット(9)をゆるめた後、締ねじ(10)を回して調整します。 

4. 調整を終えたら、ゆるめたナット(5)、(9)を締め付け、下糸押え台(8)を取り付けます。 
 
 

0549B 
0550B 
0551B 



9. 標準調整 

 

RH-982A 113 

９-２９. バルブの絞り弁調整 
各バルブの絞り弁は、以下のように調整してください。 
 

９-２９-１. カッターバルブの絞り弁調整 
 

[参考]：カッターバルブの絞り弁の機能 

メスくず回収用にベンチュリー管へ流れるエアーは、

ハンマー上昇時のカッターシリンダーからの排気を

利用したものです。この排気量の調整を、カッターバ

ルブの絞り弁(2)で行なっています。従って、絞り弁

(2)の絞り加減によってメスくず回収能力とハンマー

の上昇速度（サイクルタイム）が変わります。また、

ハンマーの下降速度の調整は、絞り弁(4)で行なって

います。調整は、下記手順のとおりに正しく行なって

ください。 
 

 
 

 

＜排気量の調整＞ 
1. 固定ナット(1)をゆるめます。 
2. 絞り弁調整ねじ(2)を、締め切った状態から 8 回転ゆるめます。 
3. 調整後、絞り弁調整ねじ(2)が回らないように、固定ナット(1)を締め付けて固定します。 
 
* 絞り弁調整ねじ(2)を正しく調整しないと、下記のような現象が生じます。 

絞り弁調整ねじ(2)の回転数 現  象 
8 回転以上ゆるめた場合 ベンチュリー管へのエアー流量が減るため、メスくず回収能力が

低下します。（ゆるめすぎると、メスくずつまりの原因になりま

す。） 
8 回転以下でゆるめた場合 ベンチュリー管へのエアー流量が増えるため、メスくず回収能力

は高くなりますが、ハンマーの上昇速度が低下します。（サイクル

タイムが長くなり、作業性が低下します。） 
[参考] 

6 回転程度では、ハンマーの上昇速度が遅すぎる傾向があります。

メスくず回収能力を優先して高くしたい場合は、ハンマー動作を

確認しながら、6～8 回転の範囲で調整してください。 

＜ハンマー下降速度の調整＞ 

1. 固定ナット(3)をゆるめます。 

2. 絞り弁調整ねじ(4)を、締め切った状態から7回転ゆるめます。 

3. 調整後、絞り弁調整ねじ(4)が回らないように、固定ナット(3)を締め付けて固定します。 

 

* 絞り弁調整ねじ(4)を正しく調整しないと、下記のような現象が生じます。 

絞り弁調整ねじ(4)の回転数 現  象 

7回転以上ゆるめた場合 ハンマーの下降速度が速くなるため、ハンマーからメスへの衝撃

が大きくなり、ハンマーとメスの寿命が短くなります。 

7回転以下でゆるめた場合 ハンマーの下降速度が遅くなるため、サイクルタイムが長くなっ

たり、エラーコードが表示される場合があります。 

 

  

ゆるめる     締める 

1951B 
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９-２９-２. ソレノイドバルブ組の絞り弁調整 
 

[参考]：各バルブの用途 

バルブの 
ラベル No. ソレノイドバルブの用途 

1 上糸取り用 
2 上糸切り用 
3 布開き用(＋補助押え用*1) 
4 布押え用 

 5*2 下糸切り用 
 

*1：補助押え用は<-02 仕様>のみ 
*2：<-00 仕様>には、ラベル No.5 のソレノイドバルブはありま

せん。 
 
 

・ バルブ No.2 の絞り弁調整ねじ（図の 2A、2B）を使っ

て、上糸切り用シリンダの動作速度を調整します。 
・ バルブ No.5 の絞り弁調整ねじ（図の 5A、5B）を使っ

て、下糸切り用シリンダの動作速度を調整します。 
 
調整は、下記手順どおりに行なってください。 
 
 
 
 
 
＜調整の仕方＞ 
1. 固定ナット(1)をゆるめます。 
2. 絞り弁調整ねじ(2)を締め切った状態から、下記＜調整

の目安＞を参考に、絞り弁調整ねじ(2)をゆるめて調整

します。 
3. 調整後、絞り弁調整ねじ(2)が回らないように、固定ナ

ット(1)を締め付けて固定します。 
 
 

＜調整の目安＞ 
バルブ 絞り弁調整ねじの回転数 現  象 

バルブ No.2 
（絞り弁調整ねじ：2A、2B） 

9 回転以上ゆるめた場合 動作が速くなりますが、速すぎると衝撃が大きく

なり、音が発生する原因となります。 
9 回転以下でゆるめた場合 動作が遅くなり、切断能力が低下します。 

＜-02 仕様＞では、下糸押えのミスが発生します。 
バルブ No.5 
（絞り弁調整ねじ：5A、5B） 

7 回転以上ゆるめた場合 動作が速くなりますが、速すぎると糸さばき時に

ハチ切れたり、糸切り不良の原因となります。 
7 回転以下でゆるめた場合 動作が遅くなり、サイクルタイムが長くなったり、

エラーコードが表示される場合があります。 

 
 

1608B 
1609B 
1610B 

ゆるめる     締める 

＜-00 仕様用＞ 

＜-01、-02 仕様用＞ 
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１０. 菊穴の縫製 
 
-00、-01 仕様で、専用部品（パーツブック参照）を使用して縫製することをお奨めします。 
 
＜-02 仕様をお使いの場合＞ 
-00、または-01 仕様に変更することをお奨めします。 
簡易縫製は可能ですが、下記制約事項がありますので、それらを理解した上でご使用ください。 
 
＜-02 仕様で菊穴を縫製する際の制約事項＞ 

 制約事項 理由・注意事項 
1 針板・押え関係は、-02 仕様標準品を使用してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

押え範囲が狭く、生地の遊びが多く

なりますのでご注意ください。 

2 下糸切り機構は動作しません。 機構の性能上、糸切りが不安定にな

りますので、動作しないよう制御さ

れています。 
3 布セット位置は“手前”のみです。 “奥”では、縫い終わり時に生地を引

き出した際、下糸・芯糸が下糸切り刃

に引っ掛かりますので設定できませ

ん。 
4 メス取り付け用のブロックストッパー板(1)の位置を 1mm 奥にずら

し、菊穴用メス(2)を取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

標準押えに縫い目を合わせるため、

菊穴の縫い目を 1mm 奥にずらして

います。そのため、メス取り付けも奥

になります。 

 
＜メス圧力について＞ 
切断面積が鳩目形状の時よりも小さくなりますので、メス圧力を下げることをお奨めします。 
 

1611B 

1612B 
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１１. こんなときには 
 

・ ミシンの具合が悪くなった場合は、最初に糸の通し方と針の取り付け方が正しいか確かめてください。 
・ 修理、サービスをお申しつけになる前に次の点をお調べください。 
・ 次の処置で不具合が改善しない場合は、電源スイッチを切って、訓練を受けた技術者またはお買い上げの販売店へ

ご相談ください。 
 

注意 
 作業の前に電源スイッチを切り、電源プラグを抜いてください。 

誤ってスタートスイッチを押すと、ミシンが作動してけがの原因となります。 

 
 

 
  

現     象 原     因 処置・対策 参照ページ 

糸切れ 糸張力が強すぎる 適正な糸張力に調整する 55 

針の取り付け方が悪い 針を正しい向きに取りつける 30 

針に比べて糸が太すぎる 針に合った糸を選ぶ 55 

針とルーパーの関係が悪い 
針とルーパーの隙間、針棒高さ、ルー

パーとスプレダーの高さを調整する 
75、76 
82、83 

針・ルーパー・スプレダー・スロート

プレート・糸道などに傷やバリがある 
それぞれの部品をみがくか交換する  

糸通しが不適当 糸道に糸を正しく通す 31～34 

目飛び 上糸張力が強すぎる、または弱すぎる 適正な上糸張力に調節する 55 

針先のつぶれ及び曲がりがある 新しい針と交換する 30 

針とルーパー剣先のすきまが不適当 
針とルーパー剣先のすきまを調整す

る 
83 

針とルーパー、スプレダーの関係が悪

い 
正しい関係に調整する 

75、76 
80～85 

針と針受けの関係が悪い 針受けの調整をする 83 

ルーパー剣先にだれがある 
油砥石で修正するか、新しいルーパー

と交換する 
 

針の取り付け方が悪い 針を正しい向きに取り付ける 30 

針が細い 縫製条件に合った針を選ぶ 55 
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現     象 原     因 処置・対策 参照ページ 

針折れ 針が曲がっている 新しい針と交換する 30 

針とルーパー、スプレダーの関係が悪

い 
正しい関係に調整する 

75、76 
80～85 

針受けが針を受けすぎている 針受けの調整をする 83 

針が細い 縫製条件に合った針を選ぶ 55 

上糸が切れない 上移動刃の切れ味が悪い 上移動刃を新しいものと交換する 100、101 

空気圧が弱く、上移動刃が最後まで作

動しきらない 
空気圧の調整をする 25 

上移動刃が上糸をすくわない 
上糸ループの手前側 1 本を切断する

ように取り付ける 
101 

最終針の目飛びにより上移動刃が上

糸をすくわない 
“目飛びがする”の項目を参照し、目

飛びを防止する 
116 

上移動刃の位置が悪い 上移動刃の位置を調整する 101 

下糸が切れない 移動刃の切れ味が悪い 移動刃を新しいものと交換する 103、108 

空気圧が弱く、移動刃が最後まで作動

しきらない 
空気圧の調整をする 25 

移動刃の位置が悪い 移動刃、糸さばきの位置を調整する 104、107、
109 

下糸切り用の刃圧が弱い 適切な刃圧に調整する 104、108 

縫い始めの糸抜け 
下糸をつかんでいない 

下糸つかみ（-01 仕様）、または下糸押

え(-02 仕様)の調整をする 
105、

107、112 

上糸の糸残りが短い 副調子の調整をする 55 

上糸の繰り出し量が少ない 上糸繰り出し量を調整する 99 

上糸ループが安定しない スロースタート、止め縫いを設定する 42、43 

布の切れ味が悪い カット圧が弱すぎる カット圧を適正な強さに調整する 94 

メスとハンマー受け面の合わせが悪い ハンマー受け面を修正する 88 

メスの切れ味が悪い メスを新しいものと交換する 91 

糸締まりが悪い 
上糸張力が強すぎる、または弱すぎる 適正な上糸張力に調節する 55 

下糸張力が強すぎる、または弱すぎる 適正な下糸張力に調節する 55 

糸取りばねの強さ・ストロークが不適

当 
糸取りばねの強さ・ストロークを調整

する 
55 
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１２. エラーコード一覧表 
危険 

 
 

コントロールボックスのカバーを開ける時は必ず電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、その後 5分間

待ってからカバーを開けてください。高電圧部分にふれると、大けがをすることがあります。 

 

万一機械に不具合が生じた場合にはブザーが鳴り、表示部にエラーコード及びエラーメッセージが表示されます。 
対処方法に従って原因を取り除いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スイッチ関係のエラー 

 
 
 
 
 

コード 原因 対処方法 

E010 待機中に一時停止スイッチが押されまし

た。 
一時停止スイッチから指を放して（OFF にして）くだ

さい。 

E011 縫製中に一時停止スイッチが押されまし

た。 

RESET キーを押してエラーを解除してください。 
* キーを押して送りを移動させ、縫いつなぎをする

ことができます。 
E012 一時停止スイッチが押されました。 原点移動キーを押してエラーを解除してください。 

E015 一時停止スイッチが押されたままか、一

時停止スイッチの接続不良です。 
電源を切り、一時停止スイッチが押されていない場合

は、一時停止スイッチを確認してください。 

E016 一時停止スイッチが接続不良です。 電源を切り、メイン基板のP15 の差し込みを確認して

ください。 

E025 
電源投入後にスタートスイッチが押され

たままか、スタートスイッチの接続不良

です。 

・電源を切り、スタートスイッチが押されていないか

確認してください。 
・電源を切り、メイン基板の P10 の差し込みを確認し

てください。 

E035 布押えスイッチが押されたままか、布押

えスイッチの接続不良です。 

・電源を切り、布押えスイッチを確認してください。 
・電源を切り、メイン基板の P10 の差し込みを確認し

てください。 

E051 ミシン起動中にミシン頭部の倒れを検出

しました。 

・電源を切り、ミシン頭部を元に戻してください。 
・電源を切り、メイン基板の P9 の差し込みを確認し

てください。 

E055 電源投入時にミシン頭部の倒れを検出し

ました。 

・電源を切り、ミシン頭部を元に戻してください。 
・電源を切り、メイン基板の P9 の差し込みを確認し

てください。 

E065 電源投入時に操作パネルのキーが押され

たままか、キーの不良です。 
電源を切り、キーが押されていないことを確認してく

ださい。 

0461B 

RESET キー 
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ミシンモーター関係のエラー 

 

送り関係のエラー 

 

コード 原因 対処方法 

E110 針上停止位置エラーです。 
エラー表示が消えるところまで上軸プーリーを回して

ください。 

E111 針上停止位置エラーです。 
電源を切り、電源モーター基板の P5 とメイン基板の

P13 の接続を確認してください。 

E130 
ミシンモーターが異常停止したか、ミシ

ンモーターエンコーダーの不良です。 

・電源を切り、上軸プーリーを回してミシンがロック

していないか確認してください。 
・電源モーター基板の P4 と P5 の差し込みを確認し

てください。 

E131 
ミシンモーターエンコーダーが接続不良

です。 
電源を切り、電源モーター基板の P5 の差し込みを確

認してください。 

E132 
ミシンモーターの異常回転を検出しまし

た。 

・電源を切り、上軸プーリーを回してミシンがロック

していないか確認してください。 
・電源モーター基板の P4 と P5 の差し込みを確認し

てください。 

E150 
ミシンモーターが異常加熱したか温度セ

ンサーの不良です。 

・電源を切り、電源モーター基板の P5 の差し込みを

確認してください。 
・電源を切り、縫製条件を見直してください。 

コード 原因 対処方法 

E200 
X 送りモーターの原点が検出できません｡ 
X 送りモーターの異常か X エンコーダー

の接続不良です。 

電源を切り、X 送りモーターコネクタ 6 ピンまたはメ

イン基板の P2 の差し込みを確認してください。 

E201 X 送りモーターが異常停止しました。 
電源を切り、X 送り方向に異常がないか確認してくだ

さい。 

E210 
Ｙ送りモーターの原点が検出できません｡ 
Ｙ送りモーターの異常か Y エンコーダー

またはＹ原点センサーの接続不良です。 

電源を切り、Y 送りモーターコネクタ 6 ピンまたはメ

イン基板の P3 と P13 の差し込みを確認してくださ

い。 

E211 Ｙ送りモーターが異常停止しました。 
電源を切り、Y 送り方向に異常がないか確認してくだ

さい。 

E220 
θ送りモーターの原点が検出できませ

ん。θ送りモーターの異常かθエンコー

ダーの接続不良です。 

電源を切り、θ送りモーターコネクタ 6 ピンまたはメ

イン基板の P6 の差し込みを確認してください。 

E221 θ送りモーターが異常停止しました。 
電源を切り、θ送り方向に異常がないか確認してくだ

さい。 
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通信または記憶メモリー関係のエラー 

 
【各基板とコネクタの位置】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コード 原因 対処方法 

E400 
電源投入時に、メイン基板とパネル基板間

の接続エラーを検出しました。 
電源を切り、メイン基板のP5 の差し込みを確認してく

ださい。 

E401 
電源投入時に、メイン基板と電源モーター

基板間の接続エラーを検出しました。 
電源を切り、メイン基板のコネクタ P23 と電源モーター

基板の P4 の差し込みを確認してください。 

E410 
メイン基板とパネル基板間の通信エラーを

検出しました。 
電源を切り、もう一度電源を入れ直してください。 

E411 
メイン基板と電源モーター基板間の通信エ

ラーを検出しました。 
電源を切り、もう一度電源を入れ直してください。 

E420 USB メディアが挿入されていません。 RESET キーを押してください。 

E422 
USB メディア読み込み時にエラーが発生

しました。 
・RESET キーを押してください。 
・USB メディアのファイルを確認してください。 

E424 USB メディアの空き領域不足です。 
・RESET キーを押してください。 
・空き領域を増やしてください。 

E425 
USB メディア書き込み時にエラーが発生

しました。 
・RESET キーを押してください。 
・USB メディアは指定のものをご利用ください。 

E440 メイン基板のEEPROM が異常です。 電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

E450 
頭部メモリーから機種選択が読み込みでき

ません。 
電源を切り、メイン基板の P4 の差し込みを確認してく

ださい。 

E452 頭部メモリーが接続されていません。 
電源を切り、メイン基板の P4 の差し込みを確認してく

ださい。 

4548B 

電源モーター基板 メイン基板 
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ソフト関係のエラー 

 
 

装置関係のエラー 

 

 

基板関係のエラー 

 
上記以外のエラーコードが表示された場合や対処方法に従っても症状が改善されない場合には、お買上げの販売店へ

ご相談ください。 
 
 
 

コード 原因 対処方法 

E581 
メモリースイッチのバージョンエラーを

検出しました。 
電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

E582 
パラメーターのバージョンエラーを検出

しました。 
電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

コード 原因 対処方法 

E630 
下糸切り装置が動作しないか、下糸切り

センサーの異常です。 
電源を切り、メイン基板のP11 と P13 の差し込みを確

認してください。 

E650 
ハンマーが下降しているか、ハンマー位置

センサーの異常です。 
電源を切り、メイン基板の P11 と P29 の差し込みを確

認してください。 

E651 
ハンマーが下降していないか、ハンマー位

置センサーの異常です。 
電源を切り、メイン基板の P11 と P29 の差し込みを確

認してください。 

コード 原因 対処方法 

E700 電源電圧の上昇異常です。 電源を切り、入力電圧を確認してください。 
E701 ミシンモーター駆動電圧の上昇異常です。 電源を切り、電圧を確認してください。 
E705 電源電圧の下降異常です。 電源を切り、入力電圧を確認してください。 

E710 
ミシンモーターの異常電流を検出しまし

た。 
電源を切り、ミシンモーターに異常がないか確認してく

ださい。 

E711 送りモーターの異常電流を検知しました。 
電源を切り、送りモーターに異常がないか確認してくだ 
さい。 

E740 クーリングファンが動作していません。 
電源を切り、メイン基板の P13 の差し込みを確認して

ください。 

E780 メイン基板の故障を検知しました。 電源を切り、確認してください。 
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